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《調査の概要》 

1.  調査機関    

2.  調査名   ₈◓꜡כⱣꜟ ⌐ ∆╢ ─ ≤ ₉⌐ ∆╢  

3.  調査対象  ⌐ ╩ ↄ ⁸ ┘  

4.  調査実施の背景と目的 

ꜟⱣכ꜡◓─ │⁸ ─ ⁸ ─ ⌐ ╕╡⁸ ┼

─ ╛○ⱨ◦ꜛ▪ ─ ⁸ ─ ↑ ╣┼≤ ╪≢⅝√⁹↕╠⌐⁸↓↓

─ ⌐╟╡⁸ ─ ⅜ ─╖∞∫√ ꜟⱣכ꜡◓⁸╙⌐

┼─ ⅜ ╘╠╣╢ ≤⌂∫≡™╢⁹↓─ ╣│ 2020 ─ ○ꜞfiⱧ♇◒ ⌐ ↑

≡↕╠⌐ ╕╢≤ ╦╣╢⁹ 

↓─╟℮⌐ ⇔ ∆╢ ꜟⱣכ꜡◓─ ─ ≤⁸∕╣⌐ ⇔√ ─

≤ ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹╕√⁸ ⌐ ⇔≡™╢ ─ ╩

≤∆╢ ⌐⁸ ≤ ─ ╩ ↑⁸ ≤ ꜟⱣכ꜡◓─ ⌐ ∆╢

─ ™⌐≈™≡╙ ∆╢⁹ 

5.  調査期間  28 2 3  

6.  調査方法  ▪fi◔כ♩ ─ ⁹ ה ≤╙⌐⁸ ⁹ 

7.  調査項目 

ₒAₓ ה ⌐≈™≡ 

A-1 ה ⌐≈™≡ 

A-1-2 β A- 1 ≢₈1. ₉╩♅▼♇◒⇔√ ┼─  

 

A-2 ─  

ₒBₓ ≤⁸ ⅛╠ ꜟⱣכ꜡◓√ ⌐≈™≡ 

B-1   

B-2  

B-3  ⌐ ╘╢ ─  

B-4  ─ │  

B-5  ╖ ⌐ ╘╢ ─  

B-6  │ ─  

B-6-1 β B-6 ≢₈2 ₉╩♅▼♇◒⇔√ ┼─   

─  

B-6-2  β B-6 ≢₈2 ₉╩♅▼♇◒⇔√ ┼─  

⌂ ─  
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ₒCₓ 

Ợ 1 ⌐ ≤↕╣╢ ⌐≈™≡ 

1-1  ₈ ⌐⅔™≡ ⇔≡™╢ ₉≤⁸₈ ⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮ ₉ 

1-2  ↓↓ 2 3 ─ ─ ╩ 10 ≤ ⇔√ ─  

Ợ 2  ─ ⌐ ⅎ╠╣╢ ─√╘⌐⁸ ה ≢─ ⌐ ∆╢ ⌐

≈™≡ 

2-1  ◦☻♥ⱶ≤⇔≡ ∆╢↓≤ 

2-2  ≤⇔≡ ∆╢↓≤ 

2-3  ╩ ╢√╘─ ╡ ╖≤⇔≡ ∆╢↓≤ 

2-4  ≢ ∆╢ ─√╘─ ╡ ╖≤⇔≡ ∆╢↓≤ 

2-5  ⅛╠─ ╗ ┼─ ≤⇔≡ ∆╢↓≤ 

Ợ 3  ╩ ╡ ↄ◓꜡כⱣꜟ ⌐≈™≡ 

ꜟⱣכ꜡◓⁸  3-1 ┼─ ╩ ╘≡™╢ ⁸ │ ꜟⱣכ꜡◓ ┼─ ╩

╘╢ ≤⇔≡ ⅎ╠╣╢╙─ 

ꜟⱣכ꜡◓⁸  3-2 ─ ⌐╟∫≡╙√╠↕╣≡™╢  

ꜟⱣכ꜡◓  3-3 ⌐ ∆╢  

ꜟⱣכ꜡◓╢↑⅔⌐  3-4 ─  

Ợ  3-4 ≢₈1. ⇔≡⅔╠∏⁸ ⌐ ─ │™⌂™⁹ ≢ ⅜

₉™⌂╙☻כ◔╢⌂≥ ─ 2₩11╩♅▼♇◒⇔√ ┼─  

Ồ4-1 ⌐⅔™≡⁸ ╛☻ⱦכ◘─┼ ─ ⌐ ∆╢√╘─ ⌐≈™≡ 

4-1-1  ⌐ ∆╢√╘─ ─ ≤ ─  

4-1-2 β 4-1-1 ≢₈1. │™⌂™₉ ─ 2₩8╩♅▼♇◒⇔√ ┼─  

⌐ ∆╢√╘─ ─ ≤⇔≡⁸ ⌐ ≤ ℮╙─ 

Ồ4-2 ─ ─ ⌐ ∆╢√╘─ ⌐≈™≡ 

4-2-1  ─ ─ ⌐ ∆╢√╘─ ─ ≤ ─  

4-2-2 β 4-2-1≢₈1. ≢ ╩ ⇔≡™⌂™₉ ─ 2₩8╩♅▼♇◒⇔√ ┼─   

─ ─ ⌐ ∆╢√╘─ ⌐ ⌐ ≤ ℮  

Ồ4-3 ⌐⅔↑╢ ─ ≢─ ─√╘─ ⌐≈™≡ 

4-3-1  ≢─ ─√╘─ ─ ≤ ─   

4-3-2 β 4-3-1≢₈1. ≢ │⇔≡™⌂™₉ ─ 2₩8╩♅▼♇◒⇔√ ┼─  

≢─ ─√╘─ ⌐ ⌂ ≤⇔≡⁸ ⌐ ≤ ℮╙─ 

Ợ 5  3-4 ≢₈1. ⇔≡⅔╠∏⁸ ⌐ ─ │™⌂™⁹ ≢ ⅜

√⇔◒♇▼♅╩₉™⌂╙☻כ◔╢⌂≥ ┼─  

Ồ5-1 ⁸ ⌐⅔™≡⁸ ╛☻ⱦכ◘─┼ ─ ⌐ ⅜☻כ◔╢∆ ∂√

─ ⌐≈™≡ 

5-1-1  ┼─ ╩ ⇔√ ─ ≤ ה ─ ≤⇔≡

≤ ℮╙─ 
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5-1-2 β 5-1-1 ≢₈1. ≢│ ≤╙ ⅎ⌂™₉ ─ 2₩7╩♅▼♇◒⇔√ ┼─  

⌐ ∆╢√╘─ ⌐ ⌂ ≤⇔≡⁸ ⌐ ⌐⌂╢≤ ℮╙─ 

Ồ5-2 ⁸ ≢ ╩ ⇔√ ─ ⌐≈™≡ 

5-2-1  ─ ─ ┼─ ╩ ⇔√ ─ ≤ ≢─ ה ─ ≤

⇔≡⁸ ≤ ℮╙─ 

5-2-2 β 5-2-1 ≢₈1 ≢│ ≤╙ ⅎ⌂™₉ ─ 2₩7╩♅▼♇◒⇔√ ┼─  

─ ─ ⌐ ∆╢√╘─ ⌐ ⌂ ≤⇔≡⁸ ⌐ ⌐⌂╢≤

℮╙─ 

Ồ5-3 ⁸ ≢─ ╩ ╘√ ─ ⌐≈™≡ 

5-3-1  ≢─ ╩ ⇔√ ─ ≤ ≢─ ה ─ ≤⇔≡⁸

≤ ℮╙─ 

5-3-2 β 5-3-1 ≢₈1. ≢│ ≤╙ ⅎ⌂™₉ ─ 2₩7╩♅▼♇◒⇔√ ┼─  

≢─ ─√╘─ ⌐ ⌂ ≤⇔≡⁸ ⌐ ⌐⌂╢≤ ℮╙─ 

Ợ 6  β ≢─ ╛⁸ ∞↑≢⌂ↄ ─ ה ⌂≥╙ ╗ ╩ ≤∆╢

⌂≥⁸ ⌐ ╩ ≤∆╢ ╩ ≈ ─ ┼─ 7 9⌐≈™≡╙  

≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ה

│ ╦⌂™ ⌐≈™≡ 

6-1  ≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ─ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ─ ⌐≈™≡ 

6-2 β 6-1 ≢₈1. ⇔≡™╢₉╩♅▼♇◒⇔√ ┼─  

≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ─ ─

┼─  

6-3  ≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ─ ≤⇔≡⁸

⌐ ≤ ℮╙─ 

Ợ 7  ≢⁸ ≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ⌐

≈™≡ 

7-1  ≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ─ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ─ ⌐≈™≡ 

7-2 β 7-1 ≢₈1. ⇔≡™╢₉╩♅▼♇◒⇔√ ┼─  

≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ─ ─

┼─  

7-3 ≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ─ ≤⇔≡⁸

⌐ ⇔≡™╢≤ ℮╙─ 

Ợ 8  ⅜ ≤⌂∫√ ─ ─ ≤⇔≡⁸ ⌐ ≤ ℮╙─

⌐≈™≡ 

Ợ 9  ≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ⌂≥⁸ ≤─ ╩ ╗ ⌐

∆╢√╘─ ─ ≤⁸ ≢─ ה ⌐≈™≡ 

（調査票実物は巻末の 37ページ以降を参照） 

  
＜母数（N＝●）の表記について＞ 

⌐╟╡⁸ ─ ⅜№╢ ╛⁸ β1⅔╟┘ ─ ™⅜ ⌂╢ ⅜№╢√╘⁸ N=ừ

─ │ ↔≤⌐ ⌂╡╕∆⁹      β1 ⅎ⁸ ⁸ ╠⅛⌐ ≤ ⅜№╢  
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《調査の背景と目的、および回答企業の属性》 
 

1. 調査意図と、調査対象企業の属性 

ꜟⱣכ꜡◓fi⁸ꜛ◦כ♀ꜞⱣכ꜡◓  ≤™℮ │ ↄ⅛╠ ⇔√⅜⁸ ⌐ 1990 ⁸

ⱷ♦▫▪≢╙ ╠╣╢↓≤⅜ ⅎ√⁹ ⅎ┌⁸1996 ⌐ⱨꜝfi☻─ꜞꜜfi≢ ↕╣√ꜞꜜfiה

◘Ⱶ♇♩≢│⁸◓꜡כⱣꜞ♀כ◦ꜛfi⅜◐כ꞉כ꜡◓⌐ ⁸╡⌂≥♪כⱣꜞ♀כ◦ꜛfi─ⱴ▬♫

☻ ⅜ ↕╣√⁹╕√⁸ ꜟⱣכ꜡◓╢↑⅔⌐ ┼─ ─ ↕⅜⁸ ─ ─

╩ ╢╟℮⌐⌂∫≡™╢⁹ 

↓℮⇔√ ⁸ ꜟⱣכ꜡◓₈╙≡™⅔⌐ ⌐ ⇔≡™⅛⌡┌⌂╠⌂™₉≤™℮

─ ⅜⌂↕╣│⇔√⅜⁸ ∞⌐ ≢№╢≤™℮ ⇔™ ⅜ ≈⁹ 

∕↓≢⁸ ⌐≤∫≡ ≢№╡ ꜟⱣכ꜡◓₈╢↑ ⌐ⱴכ♥╩₉ ꜟⱣכ꜡◓⁸→

╩│∂╘≤∆╢ ─ ─ ╩ ⅝ ╡⌐∆╢↓≤╩ ≤⇔≡⁸ ╩

⇔√⁹ ⌐≈™≡℮⅛⅜℮≤≤╙⌐⁸ ┼─ ╛ ⁸ ≢─ ⌐ ∆╢

─ ה ─ ╛⁸ ⌐ ⇔≡≥─╟℮⌂ ≤ ⅜

⇔≡™╢⅛╩ ╠⅛⌐⇔≡™╢⁹ 

│⁸2016 2 ⌐⁸ ⁸ ⁸ⱴ◙כ

☼⁸☺ꜗ☻♄♇◒─ ╩ ⌐⁸ ╙

╘√ 3199 ⌐ ╩ ⇔√ 図表 1 ⁹⇔⅛⇔⁸

│ 67 ⌐≤≥╕∫√⁹ ⅜ ⅛∫√

│⁸ ⌐ ™ ≢№∫√↓≤⌂≥⅜ ⅎ╠╣╢

⅜⁸ ─ ⌐│ ⌂ ─ ╛ ⅜

∞∫√↓≤╙ ꜟⱣכ꜡◓⁸⌐↑∞╣⧵⁹╢╣↕

┼─ ╩ ⇔ ↑≡⅝√ ─ ╛ ⌂

≥⁸ ─ ⅛╠│ ⅎ⌐ↄ™ ─ ╩

⅛┘ ⅜╠∑╢↓≤⅜≢⅝√≤ ⅎ╢⁹ 

 

2. 回答企業の属性 

［A-1］≢⁸ ⅛ ⅛╩ ⇔⁸［A-

1-2］≢⁸ ╩ ⇔√ 図表 2 ⁹ 

∕─ ⁸ ─ 67 │⁸ ⅜ 82.1

55 ⁸ ⅜ 13.4 9 ⁸ ⅜ 4.5

3 ∞∫√⁹ │ 40.3 27 ⁸

14.9 10 ⁸☺ꜗ☻♄♇◒ 25.4 17 ⁸

ⱴ◙כ☼│ 1 ∞∫√⁹ 

［A-2］│ ⌐╦√╢⁹ ™ ⅛╠⁸ ≤

☻ⱦכ◘ ⅜ 13.4 9 ⁸ ≤ ⅜

9.0 6 ⁸ ה ≤ ⅜ 7.5 5 ⁸ ≤ ≤∕─ ⅜

40.3%

1.5%

25.4%
13.4%

4.5%

0% 50% 100%

図表2：上場種別回答企業数

東証一部 ジャスダック

東証二部 非上場

マザーズ 無回答

(N=67)

上場企業 82.1% 

55.7% 16.1% 21.0%

4.1% 5.8%

0% 50% 100%

図表1：上場種別調査票送付企業数

東証一部 ジャスダック

東証二部 非上場

マザーズ
(N=3199)
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6.0 4 ⌂≥≤⌂∫≡™╢ 図表 3 ⁹ 

 ─ ［B-1］⌐ ⇔≡│⁸₈500 ₉⅜ 38.8

26 ≢╙∫≤╙ ↄ⁸₈1000 2500 ₉⅜ 20.9

14 ⁸₈2500 5000 ₉⅜ 14.9 10 ⁸₈500

1000 ₉⅜ 11.9 8 ≢⁸5000 ─ │

─ 86.5 ≤⌂∫√⁹5000 ─ │ 13.5 9 ∞∫√ 図

表 4 ⁹ 

↕╠⌐ ［B-2］≢│⁸₈100 500

₉⅜ 28.4 ≤╙∫≤╙ ↄ⁸ ™≡₈1000 5000

₉⅜ 19.4 ⁸₈10 50 ₉⅜ 11.9 ⁸₈500

1000 ₉⅜ 11.9 ⌂≥≤⌂∫≡™╢ 図表 5 ⁹5000

─ ⅛╠╙ 3 ─ ⅜№∫√⁹ 

 

 

3. 海外との関わり 

 ⌐⁸ ─ ⌐ ™√∞™√ ─ ≤─ ╦╡⌐≈™≡ ∆╢√╘─ ╩⇔√⁹ 

 

3- 1. 海外売上の比率は「5％未満」が最多 

╕∏［B-3］≢⁸ ╩ ⇔√ 図表 6 ⁹ 

─ ─ ⌐ ╘╢ ─ │⁸

₈10 ₉⅜ 58.2 39 ≤╙∫≤╙ ↄ⁸₈40 50

₉─ 13.4 9 ⅜ ⅝⁸ ₈10 25 ₉

⅜ 10.4 7 ⁸₈60 ₉⅜ 9.0 6 ⌂≥≤⌂∫≡

™╢⁹ 

2014 ⌐ JETRO ⅜ ⇔√ₐ

─ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ ☺▼♩꜡ ⱦ☺

Ⱡ☻ ₑ≢│⁸ ≤⌂∫√₈ ⱦ☺Ⱡ☻⌐ ⅜

™ ₉ 9183 ─℮∟⁸ ⅜ 32.6 2995

図表 3：業種別企業数 

3

1

9

6

5

4

2

 
図表 4：社員数 

26 38.8%

8 11.9%

14 20.9%

10 14.9%

3 4.5%

2 3.0%

2 3.0%

2 3.0%

 

図表 5：年間売上高 

6 9.0%

4 6.0%

8 11.9%

6 9.0%

19 28.4%

8 11.9%

13 19.4%

2 3.0%

1 1.5%

 

図表 6：総売上高に占める海外売上

高比率 

39 58.2%

7 10.4%

3 4.5%

9 13.4%

2 3.0%

6 9.0%

1 1.5%
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≢№╡⁸↓─╒≤╪≥⅜ ≢─ ╩ ∫≡™╢≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 67 ≤ JETRO─ 2995 ─ ╩ ∆╢≤⁸₈0 25 ₉⅜ 68.6%

JETRO42.5% ⁸₈25 50 ₉⅜ 17.9 JETRO10.2 ⁸₈50 ₉⅜ 12.0 JETRO11.5

≤⌂∫≡™╢⁹ 25 ─ ⅜⁸ ≢ ™√∞™√ ⌐⅔™≡ 29.9 №

╢─⌐ ⇔⁸JETRO─ ≢│ 21.7 ≢№╢⁹ 50 ─ ╩ ≡╖≡╙⁸

≢│ 12.0 ≢№╢─⌐ ⇔≡⁸JETRO─ ≢│ 11.5 ≢№╢⁹ √∞⇔ JETRO─

≢│⁸35.8 ─ ╩ ╘√ ⌐⌂∫≡™╢⁹ JETRO ⅜⁸ ╩₈ ⱦ☺Ⱡ☻⌐

⅜ ™ ₉≤ ⇔≡™╢↓≤╩ ⅎ╣┌⁸ ≢ ™√∞™√ ╙⁸₈ ⱦ☺

Ⱡ☻┼─ ⅜ ™ ₉≢№╢≤ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

3- 2. 外国籍の社員は、「5％未満」が最多 

 ⌐［B-4］≢⁸ ─ ─ ╩ ℮√ 図表 7 ⁹

─ │⁸₈1 5 ₉⅜ 46.3 ≤ ↄ╩

╘⁸₈ ─ │™⌂™₉⅜ 35.8%≢№∫√⁹ 

╕≢⌐⁸ ─ JETRO≢─ ─

2015 │ ─≤⅔╡≢№╢⁹╕∏⁸ ╩ ⇔≡

™╢ │ 44.4% 638 72.7 ⁸ 2,367

36.7 ≢№╡⁸∕─ ─ ─ │₈1

₉⅜ 43.1 ⁸₈1 5 ₉⅜ 36.3 ⁸₈6 10 ₉⅜ 7.7 ⁸

₈11 15 ₉⅜ 2.6 ⁸₈16 20 ₉⅜ 2.9 ⁸₈20 ₉⅜ 3.9 ≤™℮ ⅜ ≡™╢⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ≢│⁸ │⁸╒≤╪≥™⌂™⌐ ⇔™₈1 5 ₉≤⁸

⌐ ™₈25 ₉─ ─ ⅜ ™≤™℮ ╩ ⇔√⁹ 

╕√ ╖ ⌐ ╘╢ ─ ［B-5］⌐≈™≡│⁸₈10 ₉

⅜ 68.7 ≤ 3 ─ 2 ╩ ╘⁸₈10 25 ₉⅜ 16.4 ⁸₈25 40 ₉⅜ 6.0 ⁸

₈60 ₉⅜ 3.0 ≤™℮ ∞∫√⁹ 

 ─ ［B-6］⌐ ⇔≡│⁸67 1 ─╖⅜ ♄♫◌ה ∞∫√［B-6-

1］⁹ ─ ⌐│⁸ ─ ⌂≥⁸ ─ ⅜ ⌐№╢ 200

╩ ╪≢™√⅜⁸ ⌂⅜╠∕─╒≤╪≥⅛╠ ⅜ ╠╣⌂⅛∫√⁹ 

 

  

図表 7：全社員数に占める外国籍社員

数比率 

24 35.8%

31 46.3%

1 1.5%

1 1.5%

9 13.4%

1 1.5%
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《調査結果の分析内容》 

 全企業に対する質問  

4. 入社選抜で重視している能力と入社後に培うべき能力 

4- 1.  入社選抜で重視される「行動力・実行力」などのヒューマン・スキル 

 ⅜ ⌐ ╘╢ ה ╩ ⌐∆╢↓≤╩ ⇔≡⁸ ─╟℮⌂ ╩⇔√⁹ 

 ╕∏質問 1≢⁸ ⅜ₒ ⌐⅔™≡ ⇔≡™╢ ₓ≤⁸o ⌐ ℮ ⅜№╢≤

℮ ₓ⌐≈™≡ ⇔√ 21⁸5≈╕≢ ⁹ 

∕─ ⁸╕∏ₒ ⌐⅔™≡ ⇔≡™╢ ₓ 図表 8 ⌐ ⇔≡⁸₈1

─ ₉≤₈16 ה ₉⅜≤╙⌐ 57.9% 33 ≤ ≢№╡⁸

™≡⁸₈18 ה ₉─ 49.1 28 ⁸₈19 ה ₉─ 45.6% 26 ⁸₈20

ה ₉─ 42.1% 24 ⁸₈21 ה ₉─ 35.1 (20 )≤™∫√ ⅜

∫√⁹ 

 ╕∏₈1 ₉│№╠╝

╢ ⌐ ⌂ ≤⇔≡

ⅎ╠╣≡™╢╟℮∞⁹ 

↕╠⌐₈16 ה ₉

₈18 ה ₉₈19

ה ₉₈20 ה

₉│⁸ⱦ☺Ⱡ☻≢ ⌐ ↕╣

╢ⱦ☺Ⱡ☻ה☻◐ꜟ≤™℮╟╡

╙ ≤⇔≡ ⅝≡™ↄ√╘

─ ⁸™╦╝╢ⱥꜙכⱴfiה☻

◐ꜟ⌐ ↕╣╢╙─≢№╢⁹

─ ≢ ≤⌂

∫≡™╢₈3 ₉─ ╕

╡╙↓℮⇔√ⱥꜙכⱴfiה☻◐

ꜟ─ ⅜ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╢⅜⁸ ⌐⅔™≡╙∕─ ╩ ⇔≡™╢↓≤⅜℮⅛⅜ⅎ╢⁹ 

⁸₈14 ה ה ₉─ 1.8 1 ⁸₈5 ╩ ∆╢ ₉₈9 ⌂

≥─ ⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ₉₈15 ה ₉─ 3.5% 2 ⁸₈8

⌂╢ ╩ ⇔ ⇔╟℮≤∆╢ ₉─ 5.3% 3 ⁸₈12 ה

⌂ ₉₈6 ≤ ∆╢ ₉─ 8.8 5 ≤™∫√ │ ≢№╢⁹ 

≢ ⇔√ 21─ │⁸ ⁸ ⅜ ╣√ⱦ☺Ⱡ☻Ɽכ♁fi─ ≤⇔≡ ⅎ≡⅔

™≡╒⇔™≤ ∆╢ ╩ ⌐ꜞ☻♩▪♇ⱪ⇔√╙─∞⁹₈14 ה ה ₉

₈15 ה ₉₈11 ₉₈12 ה ₉⌂≥─ ⅜

⅛∫√─│⁸↓╣╠─ ⅜ ≢⌂™≤™℮ ≢│⌂ↄ⁸ ⌂ ≤╙™℮═⅝₈ⱥ

 図表 8：入社選抜において重視している能力 

入社選抜時に重視される能力 回答数 ％

 1. 基礎学力（高等学校卒業程度の学力） 33 57.9%

16. 行動力・実行力 33 57.9%

18. 柔軟性・協調性 28 49.1%

19. 勤勉性・誠実性 26 45.6%

20. 主体性・自主性 24 42.1%

21. 健康・生活管理能力 20 35.1%

 3. 日本語で正しく表現（書く、話す）する力 17 29.8%

17. 精神力・忍耐力 17 29.8%

 7. 会話において相手の話をよく聞く能力 15 26.3%

13. 問題発見・解決力 12 21.1%

10. 論理的思考力 11 19.3%

 4. 日本語を正しく理解（読む、聞く）する力 9 15.8%

 2. 学問分野にこだわらない広い視野 7 12.3%

11. 創造的思考力 6 10.5%

12. 客観的・批判的思考力（多面的な思考力） 5 8.8%

 6. 他者と交渉する能力 5 8.8%

 8. 異なる価値観を受容し理解しようとする能力 3 5.3%

 5. 他者を説得する能力 2 3.5%

 9. 英語などの外国語によるコミュニケーション能力 2 3.5%

15. 洞察力・状況判断力 2 3.5%

14. 情報収集・分析・活用力 1 1.8%

22. その他 1 1.8%
N=無効回答および無回答を除く57社 
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─₉ꜟ◐☻הⱴfiכꜙ ─ ⅜ ≢№╢≤ ⅜ ⅎ≡™╢╙─≤ ≢⅝╢⁹ 

≤─ⱦ☺Ⱡ☻⌐ ≢№╤℮₈9 ⌂≥─ ⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ₉

₈8 ⌂╢ ╩ ⇔ ⇔╟℮≤∆╢ ₉₈5 ╩ ∆╢ ₉₈6 ≤

∆╢ ₉⅜ ≤⇔≡│ ™↓≤│⁸ ⌂ ≢№∫√⁹ 

 

4- 2. 入社後には、ビジネスを主体的に進めていく能力を養成 

ₒ ⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮

ₓ 図表 9）≤™℮ ™⌐ ⇔≡─

│⁸₈13 ה ₉⅜ 55.2%

32 ≢ ╙ ⅛∫√⁹ 

 

4- 3. 入社選抜時に必要とされる能力

と、入社後に培うべき能力 

⌐ ≤↕╣╢ ≤⁸

⌐ ℮═⅝ ⌐≈™≡─

™╩ ⇔√™ 図表 10 ⁹╕∏

™─│⁸o ⌐⅔™≡ ⇔

≡™╢ ₓ≢ ⌐№∫√ ⅜⁸

ₒ ⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮ ₓ─ ⌐№╢ ⅜ ™ ∞⁹o ⌐⅔™≡ ⇔≡

™╢ ≢x 1 57.9 ─₈16 ה ₉⅜⁸o ⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮ ₓ

≢ 5 37.9% ≢№╢↓≤ ⁸o ⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮ ₓ─ 8 ╕≢│⁸o

⌐⅔™≡ ⇔≡™╢ ₓ─ 10 ≢№╢⁹ ⌐ ⌐⌂╢ ╩ ⌐ ∏

⇔╙ ╘≡™⌂™↓≤⅜ ⅛╢⁹ 

  

入社後に培う必要があると思う能力 回答数 ％

13. 問題発見・解決力 32 55.2%

 6. 他者と交渉する能力 26 44.8%

10. 論理的思考力 26 44.8%

14. 情報収集・分析・活用力 24 41.4%

16. 行動力・実行力 22 37.9%

11. 創造的思考力 18 31.0%

15. 洞察力・状況判断力 15 25.9%

 8. 異なる価値観を受容し理解しようとする能力 15 25.9%

 2. 学問分野にこだわらない広い視野 14 24.1%

 7. 会話において相手の話をよく聞く能力 13 22.4%

12. 客観的・批判的思考力（多面的な思考力） 12 20.7%

20. 主体性・自主性 11 19.0%

 5. 他者を説得する能力 10 17.2%

 9. 英語などの外国語によるコミュニケーション能力 9 15.5%

18. 柔軟性・協調性 9 15.5%

21. 健康・生活管理能力 9 15.5%

19. 勤勉性・誠実性 5 8.6%

17. 精神力・忍耐力 4 6.9%

 1. 基礎学力（高等学校卒業程度の学力） 1 1.7%

 3. 日本語で正しく表現（書く、話す）する力 1 1.7%

 4. 日本語を正しく理解（読む、聞く）する力 0 0.0%

22. その他 1 1.7%
N=無効回答および無回答を除く58社 

 図表 9：入社後に培う必要があると思う能力 
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4- 4. 大学向けにも同様の質問による調査を実施 

│ 2015 ⌐ ─ ⁸ ─ ╩ ⌐ ₈a ⌐⅔↑╢

₉⌐ ∆╢ ₑ 567 ⁸ 130 ⅜ ╩ ⇔√⁹↓─ ⌐⅔™

≡╙質問 1-1≤ ∂ ╩ ™≡ 3≈─ ╩⇔≡™╢⁹ 3≈─ │ ⁸ᵑ

⌐ ╕≢⌐ ∫≡⅝√≥─╟℮⌂ ╩ ∆═⅝⅛⁸ᵒ ≢ ⇔≡⅔╡

⌐ ℮═⅝≤ ╦╣╢ │ ⅛⁸ᵓ ╩ ∂≡⁸≥─╟℮⌂ ╩≥─

⁸ ה ≢⅝≡™╢⅛⁸≢№╢⁹  

 図表 11│⁸ ─ ⌐ꜞ☻♩▪♇ⱪ⇔√ 21─ ≢⁸ ─ₒ ⌐⅔™≡ ⇔≡

™╢ ─x ⌐ ═≡™╢⁹ ─ ─ │⁸ ⇔√ ⌐╟╢ ─ ─

ₒ ╩ ∂≡⁸№╢ ─ ה ≢⅝√≤ ⅎ╢ ─x ╩ ⇔≡™╢⅜⁸

⅜ ה ⌐ ╩™╣≡ ⇔√ ≤⁸ ⅜ ≢ ∆╢ ⌐│⁸∏╣⅜№╢↓

≤⅜ ≡ ╣╢⁹ 

必要とされる能力 入社選抜時 入社後

 1. 基礎学力（高等学校卒業程度の学力） 57.9% 1.7%

 2. 学問分野にこだわらない広い視野 12.3% 24.1%

 3. 日本語で正しく表現（書く、話す）する力 29.8% 1.7%

 4. 日本語を正しく理解（読む、聞く）する力 15.8% 0.0%

 5. 他者を説得する能力 3.5% 17.2%

 6. 他者と交渉する能力 8.8% 44.8%

 7. 会話において相手の話をよく聞く能力 26.3% 22.4%

 8. 異なる価値観を受容し理解しようとする能力 5.3% 25.9%

 9. 英語などの外国語によるコミュニケーション能力 3.5% 15.5%

10. 論理的思考力 19.3% 44.8%

11. 創造的思考力 10.5% 31.0%

12. 客観的・批判的思考力（多面的な思考力） 8.8% 20.7%

13. 問題発見・解決力 21.1% 55.2%

14. 情報収集・分析・活用力 1.8% 41.4%

15. 洞察力・状況判断力 3.5% 25.9%

16. 行動力・実行力 57.9% 37.9%

17. 精神力・忍耐力 29.8% 6.9%

18. 柔軟性・協調性 49.1% 15.5%

19. 勤勉性・誠実性 45.6% 8.6%

20. 主体性・自主性 42.1% 19.0%

21. 健康・生活管理能力 35.1% 15.5%

 

 図表 10：入社選抜において重視している能力／入社後に培う必要があると思う能力 
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β ─ │⁸a₈ ⅜ ╘╢ ₉⌐ ∆╢ ₑ 

⁹ 

  

1 1

1 10

3 6

4 7

5 8

6 14

7 16

7 3

9 5

10 9

11 11

12 2

13 13

14 18

15 15

15 20

17 12

18 17

18 19

18 21

21 4  

 図表 11：企業が入社選抜時に重視する能力と、大学が発展・向上できたとする能力の比較 

（黄色の項は入社選抜時に重視される上位 10項目、緑色の項は大学が発展・向上できたと考える

能力の上位 10項目） 
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5. 10年前の新入社員との能力の比較 

5- 1. 10年前より学力は高いが、日本語力は劣る 

質問 1-2≢│⁸質問 1-1≤ ∂ 21─ ↔≤⌐⁸↓↓ 2 3 ─ ╩ 10 ─

≤ ⇔√ ─ ╩ ⇔√⁹ │図表 12─ ╡≢№╢⁹ 

 

5- 2.  国際化への適応力は、10年前よりも高くなっている 

─ ≤ 10 ─ ≤╩ ∆╢≤⁸ ─↓≤⌂⅜╠⁸ ⇔≡™╢ ≤

⇔≡™╢ ⅜№╢⁹ │図表 13─ ╡≢№╢⁹ 

─ ─ ⅜ 10 ╟╡╙₈ ה ה ₉≤₈ ⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬

fiꜛ◦כ◔ ₉⌐ ⇔≡⁸ ╠⅛⌐ ™ ╩ ∟⁸ ⅛≈ ≢⁸ ╙ ™≤ ↕╣≡™

╢⁹₈ ⌂╢ ╩ ∆╢ ₉╙╛╛ ™ ⅜№╢⁹ ה ה │⁸☻ⱴכ

♩ⱨ◊fi⌂≥─⸗Ᵽ▬ꜟ ╩ ≤⇔√ Web ─ ⅜ ≢№╤℮≤ ↕╣╢⅜⁸o

⌐⅔™≡ ⇔≡™╢ （x質問 1-1）≢│ 1.8 ≤ ⌐ ∞∫√⁹ ─ ⌐ ─

⅜ ⌐⌂╠⌂™╒≥ ∂≡ ™≤™℮ ⅜№╢ ≢⁸o ⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮

ₓ≤⇔≡│ 41.4%⅜₈ ה ה ₉╩ ⇔≡™√⁹↓╣│ ∆═⅝ ⅜⁸

⁸ ≢ ⌂╡⁸ ─ ה ה ⅜ ™⅛╠≤™∫≡⁸∕─╕╕ⱦ☺Ⱡ

☻⌐ ≢⅝╢╦↑≢│⌂™≤™℮↓≤╩ ⇔≡™╢⁹ 

1.5% 25.4% 49.3% 13.4% 3.0% 7.5%

0.0% 19.4% 46.3% 20.9% 3.0% 10.4%

0.0% 11.9% 43.3% 31.3% 6.0% 7.5%

0.0% 10.4% 52.2% 23.9% 6.0% 7.5%

0.0% 6.0% 46.3% 35.8% 4.5% 7.5%

0.0% 4.5% 40.3% 43.3% 4.5% 7.5%

0.0% 14.9% 56.7% 20.9% 0.0% 7.5%

0.0% 32.8% 46.3% 13.4% 0.0% 7.5%

6.0% 37.3% 46.3% 0.0% 3.0% 7.5%

0.0% 17.9% 62.7% 11.9% 0.0% 7.5%

0.0% 14.9% 49.3% 26.9% 1.5% 7.5%

0.0% 11.9% 55.2% 23.9% 0.0% 9.0%

0.0% 16.4% 47.8% 25.4% 3.0% 7.5%

1.5% 34.3% 49.3% 7.5% 0.0% 7.5%

0.0% 9.0% 61.2% 19.4% 1.5% 9.0%

1.5% 9.0% 44.8% 31.3% 6.0% 7.5%

0.0% 3.0% 35.8% 41.8% 11.9% 7.5%

1.5% 10.4% 55.2% 17.9% 7.5% 7.5%

0.0% 19.4% 67.2% 1.5% 4.5% 7.5%

0.0% 3.0% 49.3% 31.3% 7.5% 9.0%

0.0% 7.5% 64.2% 19.4% 1.5% 7.5%

0.0% 0.0% 6.0% 0.0% 0.0% 94.0%

 

 図表 12：10年前の新入社員の能力との比較 
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⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬◔כ

◦ꜛfi │⁸↓↓ 2 3 ─

─ ⅜₈ ⌐ ™₉

₈ ™₉⅜ ⌐ ↄ⌂∫≡™

╢⁹ ─ ⌐≈™

≡╙₈ ™₉⅜ ™⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ─ ה

↑ ₈a ⅜

╘╢ ₉⌐ ∆╢

ₑ≢│⁸₈Ⱡ▬♥▫Ⱪ☻Ⱨכ

╢╟⌐כ◌ ≢─

╩ ₉⇔≡™╢ ⅜

64.5 ⁸₈ ╛

─√╘─ ─ ╩

₉⇔≡™╢ ⅜ 45.2 №

╢≤™℮ ⌐⌂╡⁸

─◓fi♬כ꜠♩⌂ ⅜ ↕

╣≡™╢↓≤⅜ ⅛∫≡™

╢⁹ 

 

5- 3. 多くの能力が 10年前より低下しているという指摘 

⌐⁸↓↓ 2 3 ─ ╟╡╙ 10 ─ ─ ⅜ ╣≡™╢≤ ↕╣≡™╢

│⁸ ⌐ ╣√ 5≈─ ⅔╟┘ ─ ⅜⌂™₈10 ₉ ─ 15─ ≢№

╢ 図表 13 ⁹↓↓ 2 3 ─ ⅜ ╣≡™╢≤ ↕╣√ ╟╡╙ ⌐ ™⁹ 

─ ─ ⌂ ⅜ ↕╣√─│⁸₈3 ≢ ⇔ↄ ↄ⁸ ∆

∆╢ ₉₈5 ╩ ∆╢ ₉₈6 ≤ ∆╢ ₉₈16 ה ₉₈17

ה ₉₈20 ה ₉∞∫√⁹ 

 

  

17.  精神力・忍耐力 50.7pt

 6.  他者と交渉する能力 43.3pt

20.  主体性・自主性 35.8pt

 5.  他者を説得する能力 34.3pt

16.  行動力・実行力 26.9pt

 3.  日本語で正しく表現（書く、話す）する力 25.4pt

 4.  日本語を正しく理解（読む、聞く）する力 19.4pt

11.  創造的思考力 13.4pt

18.  柔軟性・協調性 13.4pt

21.  健康・生活管理能力 13.4pt

13.  問題発見・解決力 11.9pt

15.  洞察力・状況判断力 11.9pt

12.  客観的・批判的思考力（多面的な思考力） 11.9pt

 7.  会話において相手の話をよく聞く能力 6.0pt

 2.  学問分野にこだわらない広い視野 4.5pt

 9.  英語などの外国語によるコミュニケーション能力 40.3pt

14.  情報収集・分析・活用力 28.4pt

 8.  異なる価値観を受容し理解しようとする能力 19.4pt

19.  勤勉性・誠実性 13.4pt

 1.  基礎学力（高等学校卒業程度の学力） 10.4pt

10.  論理的思考力 6.0pt

 

 図表 13：新入社員の能力の変化 
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6. 大学等の教育システムに期待すること 

ↄ ≤ ╩ ⌐⁸ ╩│∂╘≤∆╢ │↕╕↨╕⌂ ╩ ↑

≡™╢⁹≢│⁸ │≥─╟℮⌂ ─ ╩ ⇔≡™╢─⅛⁹ 

 

6- 1. 学生自ら考え、問題解決を図る能力 

質問 2-1 ≢⁸ ⅜ ⌐ ∆╢

◦☻♥ⱶ⌐≈™≡ ⇔√₄ ∆

╢╙─╩ ≈ ₅ 図表 14 ⁹ 

86.4 57 ≤™℮ ⌂

╩ ⇔√─⅜⁸₈6 ⌐ ⇔⁸

⅜ ╠ ⅎ⁸ ⌂ ╩ ∆◌

ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ₉∞∫√⁹ ™≡⁸₈5

─ ╩ ↕∑⁸ ≤

╩ ┌⇔⁸ ╩ →╢◌ꜞ◐ꜙꜝ

ⱶ─ ₉⅜ 51.5% 34 ⁸₈1. 

≤ ≤─ ≢ ╛ ⅜ ╦╣╢

─ ₉≤₈2 ─ ⅜

⌐ ⌐ ╦╣╢ ─ ₉

⅜≤╙⌐ 36.4% 24 ∞∫√⁹↓─

⅛╠⁸ │ ה ⌐ ⇔⁸ ─ ה ─ ┼─ ⅜ ↄ⁸ ⌂ ╩

∫≡╒⇔™≤™℮ ╙ ⌂⅛╠∏№╢↓≤⅜℮⅛⅜ⅎ╢⁹ 

 ⌐ ⅜ ↕⅛∫√─│⁸₈7 ╩☻ⱦ☺ⱠהꜟⱣכ꜡◓ ┬◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ₉─

9.1% 6 ⁸₈8 ה ─fi◓₉♬כ꜠♩─ 15.2% 10 ⁸₈3 ⱪכꜟ◓╢↑⅔⌐

꞉כ◒─ ─ ₉─ 19.7% 13 ⁸₈4. ╩ ⌐⇔≡ ⌐ ↕∑⌂™₉─ 24.2%

16 ∞∫√⁹ │⁸ ─ ⌐ ™ ╩ ─ ≢ ∆╢↓≤╩ ∏

⇔╙ ╪≢⅔╠∏⁸╗⇔╤ ≢│⁸ ₁ ─ ╩ ┌⇔⁸ ╠─ ≢ ⅎ╢ ╩

╪≢ ⇔™≤ ⅎ≡™╢╟℮≢№╢⁹ 

 

6- 2. 企業と大学でのずれが目立つ「充実させるべき教育システム」 

◦☻♥ⱶ⌐ ⇔≡╙⁸ ─ ─ ≢⁸ ה ה ⌐ ⇔≡ ─

╩ ∫√ │ ⌂╢ ⁹ 

図表 15│⁸ ─ ◦☻♥ⱶ┼─ ╩ ⌐ ═√╙─≢№╡⁸ ⌐ ─

╩ ⇔√⁹↓╣⌐ ⇔≡ │⁸ ∆═⅝≢№╢≤ ⅜ ⅎ≡™╢ ◦☻♥ⱶ─ ≢

№╢⁹ 

⌐⅔™≡╙∫≤╙ ─ ⅛∫√₈6 ⌐ ⇔⁸ ⅜ ╠ ⅎ⁸ ⌂

╩ ∆◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ₉│⁸ ⌐ ⇔≡─ ≢│ ꜞ☻♩⌐ ∫≡™⌂™⁹ 

 

 

1. 教員と学生との間で質疑や議論が行われる
授業の実践

36.4%

2. 学生同士の議論が頻繁に積極的に行われる
授業の実践

36.4%

3. 授業におけるグループワークの機会の増加 19.7%

4. 単位認定を厳格にして安易に卒業させない 24.2%

5. 学生の人間性を向上させ、思考力と意欲を
伸ばし、視野を広げるカリキュラムの実践

51.5%

6. 問題点に対し、学生が自ら考え、主体的な
解決を促すカリキュラムの実践

86.4%

7. グローバル・ビジネスを学ぶカリキュラム
の実践

9.1%

8. 実習・研修型のトレーニング 15.2%

 

 図表 14：企業が大学に期待する教育システム 



 

16 

β ה ─ │⁸a₈ ⅜ ╘╢ ₉⌐ ∆╢ ₑ

⁹ 

 

 

7. 教育内容に関する期待 

7- 1. 大学では、基礎学力や幅広い視野、論理的思考力を高めてほしい 

質問 2-2≢│⁸ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ ⇔√ 図表 16 ⁹₈ ₉⌐ ∆╢

≢ ↄ─ ╩ √─│⁸₈1 ⌐⁸ ⌂ ╛ ╩ ⌐ ↑╢↓≤─ ₉

─ 74.2% 49 ≢№╡⁸₈3 ╩ ─◓fi♬כ꜠♩─╘√╢╘ ₉─ 60.6 40

⁸₈2 ⌐╙ ╩ →⁸ ™ ╩ ₉─ 45.5 30 ⁸₈7 ⌐

∆←⌐ ≈╟℮⌂☻◐ꜟ⁸ ─ ─ ₉─ 36.4 24 ≤ ™√⁹ 

 ⌂─│⁸ ─₈ ⌐╙ ⌂ ⅜№╢₉≤™℮ ∞⁹∕╣⌐ ⅎ⁸

⌂ ╛ ⁸ ™ ╩ ≡⁸ ╩ ╘≡╒⇔™≤™℮ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

 

 

7- 2. 「すぐに役立つようなスキル、知識」は内容の検討が必要 

質問 2-1 ─ ⅛╠⁸ │ ⌐⁸ ∏⇔╙ ─ ⌐ ™ ╩ ╪≢™⌂

™≤ ⇔⁸質問 2-2 ≢│⁸ ╟╡╙ ⌂ ╛ ╩ ⌐≈↑≡╒⇔™≤™℮

⅜ ╠⅛⌐⌂∫√⁹ ≢ ה ─ ⅜ ↕╣≡ ⇔ↄ⁸₈7. ⌐∆←⌐ ≈

╟℮⌂☻◐ꜟ⁸ ─ ─ ₉┼─ ╙ ⌂ↄ⌂™⁹ 

 ╕√⁸₈6 ╛ ─√╘─ ─ ₉ 22.7%⁸15 ⁸₈4 ⌐

50.7% 73.2%

35.8% 75.4%

35.8% 66.5%

23.9% 33.7%

19.4% 73.0%

14.9% 65.1%

9.0% 14.2%

 

 図表 15：企業が大学・短大に期待する教育システム／大学側の意欲 

1. 専攻分野以前に、基礎的な学力や常識を身に付けることの実践 74.2%

2. 専攻分野以外にも学問領域を広げ、幅広い視野を養成 45.5%

3. 論理的思考力を高めるためのトレーニングの実践 60.6%

4. 外国人に説明できる程度の日本の文化や歴史の知識を修得 19.7%

5. 日本・日本人が海外でどのように見られているのかを知る機会の設置 3.0%

6. 異文化理解や異文化交流のための機会の設置 22.7%

7. 業務にすぐに役立つようなスキル、知識の養成の実践 36.4%

8. その他 具体的に 0.0%

 

 図表 16：大学に期待する教育内容 
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≢⅝╢ ─ ─ ╛ ─ ╩ ₉ 19.7%⁸13 ⌐∕╣╒≥─ │⌂ↄ⁸₈5

ה ⅜ ≢≥─╟℮⌐ ╠╣≡™╢─⅛╩ ╢ ─ ₉ 3.0%⁸2 │⁸╒≤╪≥

↕╣≡™⌂⅛∫√⁹ ≤⌂∫√ │⁸ ⅜ ≢ ∆╢√╘─ ≤⇔

≡⇔┌⇔┌ ↕╣╢ ╩ ∆╢√╘─ ≢№╢≤ ╦╣╢⅜⁸ ≤⇔≡⁸↓─

╟℮⌂ ⅜ ─ ⱦ☺Ⱡ☻⌐ⱪꜝ☻─ ╩ ∆╢≤™℮ │ ⌂™↓≤⌐⌂╢⁹ 

 

 

8. 大学の実社会を知るための取り組みへの期待 

8- 1. 「社会を知るためにはインターンシップが有効」というのが多数意見 

質問 2-3≢│⁸ ה ⌐ ╩ ∫≡╙╠℮√╘─ ─ ╡ ╖≤⇔≡⁸ ה

⌐≥─╟℮⌂↓≤╩ ∆╢⅛╩ ⇔√ 図表 17 ⁹╙∫≤╙ ⅜ ⅝⅛∫√─│⁸₈1

─ ≢─▬fi♃כfi◦♇ⱪ─ ₉─ 56.1% 37 ≢№╡⁸ ⌐⁸₈2 ─Ⱳꜝfi♥▫

▪ ╛ ┼─ ─ ₉≢ 43.9 29 ≢№∫√⁹ 

 ≢─ ╩ ∆╢▬fi♃כfi◦♇ⱪ│⁸∆≢⌐ ↄ ↕╣≡™╢⁹ ─Ⱳꜝfi♥▫

▪ ╙ ╩ ╘╢ ≤⇔≡ ⌐ ⇔⁸∕─ ╩ ─ ⌐ ∆╢ ╙№

╢⁹ 3 ─₈6 ─ ╩ ⇔⁸ ╛ ─ ╩ ⌐ ∂╢ ─ ₉│⁸

⅜ ⇔≡™╢ ┼─ ≢№╡⁸ ↄ⅛╠ ╩ ⅎ√ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹╕

√₈4 ה ─ ─ ⌂≥⌐╟╢ ≤─ ─ ₉╙™╦╝╢

≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹₈3 ה ─ ה ╩ ≤⇔≡ ⅝ ╩ ╢♅ꜗfi☻─

₉╙ ↄ─ ⁸ ⁸♀Ⱶ⌂≥⅜ ⌂☻◒♇♪♁כ○√⅝≡⇔ Ɽ♃כfi≢№╢⁹ 

 

8- 2. ビジネスを支える幅広い知識と高度な思考力が求められている 

 17─ ₈5. PBL ─ ₉─ PBL≤│⁸₈Problem-Based Learning

№╢™│ Project-Based Learning ₉─ ≢⁸ ≤╙ ╦╣╢⁹ ≤∕╣

⌐ ∆╢ ╩√∞ ⅎ↓╗─≢│⌂ↄ⁸ ⌐ ╛ ╩ ⇔⁸∕─ ⌐ ≤⌂

╩ꜟכ♠╢ ─ ≢ ∆╢ ≢№╢⁹ 

 ─ ⌐ ⅜ ⇔⁸ ≢ ⌂ ⅜ ⇔≡™ↄ ≢⁸ ⌐ ⌂ ╩

⇔⁸↕╠⌐ ™↓⌂∆ⱡ►Ɫ►╕≢╩ ⅎ ╗─│ ⇔ↄ⌂∫≡™╢⁹∕↓≢ ₁─ ≢

≤↕╣╢ ╛ ╩ ⌂ ⌐ ⇔≡ ↕∑╢─⅜ PBL∞⁹ │⁸ ─ ╩

⌐ ∆╢ ∞⅜⁸ ─№╢ ⅜ ↕╣╣┌⁸ ⌂╢ ╛ ─ ╘ ╖≢│⌂

1. 学生の国内でのインターンシップの促進 56.1%

2. 学生のボランティア活動や地域活動への参画の促進 43.9%

3. 企業・官公庁等の幹部・実務者を講師として招き実務を知るチャンスの増大 28.8%

4. 企業・官公庁等の現場の見学などによる実務者との交流機会の増大 33.3%

5. PBL（課題解決型学習）の導入 39.4%

6. 卒業生の職場を訪問し、社会や業務の実態を身近に感じる機会の増大 39.4%

7. その他 具体的に 0.0%

 

 図表 17：実社会を知るための取り組みとして大学に期待するもの 
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ↄ⁸ ╛ ╩ ∆╢ ─ ⅜ ≢⅝╢⁹ 

 質問 2-1ₒ ⅜ ⌐ ∆╢ ◦☻♥ⱶₓ≢ 86.4 ⅜ ⇔√₈6 ⌐ ⇔⁸

⅜ ╠ ⅎ⁸ ⌂ ╩ ∆◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ─ ₉╩ PBL≤ ╠⇔ ╦∑╢≤⁸

─₈ ₉≤│⁸ ⅜ ™ ╩ ⌐≈↑⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ⅎ╢╟℮⌂₈ ₉

∞≤ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹≈╕╡ ⌂ⱦ☺Ⱡ☻◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi⌐⅔↑╢ ≢│⌂ↄ⁸

╩꜠ⱬꜟ▪♇ⱪ∆╢√╘⌐ ⇔≡ ↕╣√ ╙⇔ↄ│ ╠⅜ ⇔√ ╩

∆╢╟℮⌂◌ꜞ◐ꜙꜝⱶ⅜ ↕╣≡™╢╟℮∞⁹ 

 ⁸質問 2-2ₒ ⌐ ∆╢ ₓ≢ 36.4 ─ ╩ √₈7 ⌐∆←⌐ ≈╟

℮⌂☻◐ꜟ⁸ ─ ─ ₉≤ PBL╩ ╠⇔ ╦∑√ │⁸PBL╩☻◐ꜟ≤ ╩ ⌐≈

↑╢ ≤ ⅎ⁸ ↕╣╢ ה ≤⇔≡│⁸ⱦ☺Ⱡ☻◦כfi≢ ⇔⅜∟⌂╙─⅜ ↕╣

≡™╢ ╙№╡℮╢⁹ 

  

 

9. 海外で通用する人材育成のための大学の取り組みへの期待 

9- 1. 今後は海外でのビジネス能力が高い人材を大学に育ててほしい 

 質問 2-4≢│⁸ ≢ ∆╢ ─√╘─ ╡ ╖≤⇔≡⁸≥─╟℮⌂↓≤╩ ה

⌐ ∆╢⅛╩ ⇔√ 図表 18 ⁹ 

 ∕─ ⁸₈5 ╛

─ ₉⅜ 59.1 39

⁸₈1 Ⱡ▬♥▫Ⱪ☻Ⱨכ◌

╢╟⌐כ ─

₉⅜ 59.1 39 ⁸₈4

╛ ה ≤

─ ─ ─ ₉⅜

48.5 32 ≤⌂∫≡⅔╡⁸

⁸ ─ ⁸

≤─ ⅜ ↕╣≡™

╢⁹ 

質問 1-1ₒ ⌐⅔™≡ ⇔≡™╢ ⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮ ₓ⌐₈9

⌂≥─ ⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ₉─ ⅜№╢⁹↓─ ─ │⁸o

⌐⅔™≡ ⇔≡™╢ ₓ≢ 3.5 ⁸o ⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮ ₓ≢ 15.5 ≤⁸

≤╙⌐ ⅛∫√⁹⇔⅛⇔質問 2-4 ╩ ⅎ≡ ⅎ≡╖╢≤⁸ ⌂≥─ ⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬◔כ

◦ꜛfi │⁸ ™⌐ ⇔√↓≤│⌂™⅜⁸ ⌐⅔↑╢ ≢│⌂ↄ⁸ ⌐╙

ⱦ☺Ⱡ☻⌐ ╦╢☻♃♇ⱨ─╖─ ⌂ ≢№╢≤™℮↓≤⅜℮⅛⅜ⅎ╢⁹√∞⇔ ─

⌂ ─√╘⌐⁸ ⌂≥─ ⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ─ ™ ⁸

≤─ ╛ ⅜ ⌂ ╩ ⅜ ⇔≡ↄ╣╢↓≤╩⁸ ⅜ ⇔≡™╢↓≤│

≢⅝╢⁹ 

 ╕√₈2 ≢ ╩ ↄ ─ ₉ 24.2%⁸16 ⌐ ™≡⁸₈7

1.ネイティブスピーカーによる英語（外国語）授業の実施 59.1%

2.英語（外国語）で文書を書く能力の強化 24.2%

3.英語に加えて、英語以外の外国語教育の充実 18.2%

4.留学生や在日・訪日外国人との交流の機会の設置 48.5%

5.海外留学や海外研修の推進 59.1%

6.海外の企業・官公庁等でのインターンシップ経験の推進 15.2%

7.海外大学との連携・提携の推進 21.2%

8.その他　具体的に 3.0%

4.5%

 

図表 18：海外で通用する人材育成のための取り組みとして大学に期待す
るもの 
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≤─ ה ─ ₉21.2 ⁸14 ⁸₈3 ⌐ ⅎ≡⁸ ─ ─ ₉18.2%⁸

11 ⁸₈6 ─ ה ≢─▬fi♃כfi◦♇ⱪ ─ ₉ 15.2 ⁸10 ⌂≥⅜

┘⁸ ⇔≡ ≢⅝⌂™ ╩ ꜟⱣכ꜡◓⁹╢™≡⇔ ┼─ ⅜ ╘╠╣╢ ⅜⁸∕─

√╘─ ⌐ ⇔≡ ה ⌐⅛⌂╡─ ╩ ∑≡™╢≤ ⅎ╢⁹ 

 

 

10. 大学に期待される留学生への対応 

10- 1. 最大の期待は「日本企業に優秀な留学生を送り込む」役割 

 質問 2-5≢│⁸ ╩ ╗ ⅛╠─ ┼─ ≤⇔≡⁸ ה ⌐ ∆╢↓≤╩

⇔√ 図表 19 ⁹∕─ ⁸₈1 ⌂ ─ ↑ ╣─ ₉⅜ 62.1 41 ≢╙∫

≤╙ ↄ⁸ ™≡₈7 ≢─ ╩ ∆╢ ⌐ ∆╢ ─ ₉⅜ 47.0 31 ⁸₈6

─☻כ◖─╘√─ ₉⅜ 42.4 28 ⁸₈3 ↑ ╣ ─ ⌐≈™≡

⅜ ╩ ⌐ ה ∆╢⁸ⱷfi♃כ ─ ₉⅜ 34.8 23 ⁸₈4 ↑

╣ ⌐ ∆╢ ─ ─ ₉⅜ 27.3 18 ≢№∫√⁹ 

 ↓╣╠─ ⅛╠⁸ ⌂ ⅜ ≢ ≢⅝╢ ╩ ה ⌐ ⅎ≡╙╠™√

™≤™℮ ─ ⅜ ╖ ╣╢⁹╕√⁸ ⌐ ⇔≡│ ≢─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi

╙ ↕╣≡™╢⁹ 

⌂⅔ ⌐│ ⅜ ⇔≡™╢ Ᵽ◌꜡꜠▪ ⁸ⱨꜝfi☻ ⁸☻Ɑ▬fi ╩

≤∆╢ ⌂ ⱪ꜡◓ꜝⱶ │⁸ ─ ꜟⱣכ꜡◓╙≢ ─ ⅛╠

ה ╩ ⇔≡™╢⅜⁸₈2 Ᵽ◌꜡꜠▪ ⁸ ╛▬fi♃כ♫◦ꜛ♫ꜟ☻◒

ꜟכ ─ ↑ ╣─ ₉─ ⅜ 4.5 3 ⇔⅛⌂⅛∫√⁹↓─↓≤⅛╠⁸╕∞╕∞

≢│ ⅜ ╕∫≡™⌂™↓≤⅜℮⅛⅜ⅎ╢⁹ 

β ≤─ │⁸質問 2-1₈ ◦☻♥ⱶ⌐ ∆╢↓≤₉─╖ ⇔≡™╢⅜⁸質問 2-2₈ ₉⁸2-

3₈ ╩ ╢√╘─ ╡ ╖₉⁸2-4₈ ≢ ∆╢ ─√╘─ ╡ ╖₉⁸2-5₈ ⅛╠─ ┼

─ ₉⌐≈™≡╙⁸a₈ ⅜ ╘╢ ₉⌐ ∆╢ ₑ≢ ─ ╩⇔≡™╢⁹ ⌐

≈™≡│⁸ ⱱכⱶⱭכ☺ ─ ⁹ 

 

  1.優秀な留学生の受け入れの拡大 62.1%

2.国際バカロレア資格取得者、外国人やインターナショナルスクール修了者の

受け入れの拡大
4.5%

3.受け入れ留学生の生活について日本人学生が留学生を個別に指導・相談す

る、メンター制度の導入
34.8%

4.受け入れ留学生に対する大学独自の経済的補助制度の導入 27.3%

5.専門科目を日本語以外の言語による講義で履修できるカリキュラムの導入 9.1%

6.日本語習得のためのコースの導入 42.4%

7.日本での就労を希望する者に対する支援の拡大 47.0%

0.0%

6.1%

 

 図表 19：海外からの留学生（短期留学生含む）への対応として大学に期待するもの 
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11. 日本企業はなぜグローバル化への対応を進めているか 

11- 1. 国内需要減少に対応する国内市場型企業 

 質問 3-1 ≢│⁸ ꜟⱣכ꜡◓⅜ ┼─ ╩ ╘╢ ⌐≈™≡ ⌡√ ∆╢╙─╩

≡ 図表 20 ⁹ 

 ╙∫≤╙ ™ │⁸₈7 ┼─ ─√╘₉ 46.3%⁸31 ⁸ ™≡₈9 ∆

═⅝ ⅜ ⅛╠ ╕≢ ⌐╦√╡⁸ ─ ⅜ ⇔≡™╢√╘₉35.8%⁸

24 ⁸₈8 ≢─◦▼▪ ™┼─ ─√╘₉ 34.3%⁸23 ⁸₈10 ∆╢ ₁─

≢ ⌐ ╩ ⌐☼כ♬℮™≥™⌂╠⌂┌╣↑⌂↕ ⅎ╢√╘₉ 29.9%⁸20 ≤ ↄ⁹ 

≤ ╦╣╢ ≢│⁸ ╩ ⌐ ⌐ ╦╠∏ ╩ ⇔ ╘≡⅝√⁹

⇔⅛⇔⁸ꜞ ◒♇ꜛ◦ⱴfiכ ⌐⁸ ≢ⱦ☺Ⱡ☻╩ ⇔≡⅝√ ╙⁸

┼─ ─√╘⌐ ⌐ ∫≡ ↨╢╩ ⌂ↄ⌂∫√⁹₈ ∞↑≢│ ⅜ ╘⌂™₉

≤™℮ │⁸ ⅜ ↕╩ ⇔≡™╢↓≤≢ ⅜⅛⅛╡⁸ ⁸

⌐ ⇔≡™╢⁹↕╠⌐⁸ ⅛╠─╖⌂╠∏ ⅛╠╙ ₁≤ ⅜ ⇔⁸∕─

⁸ ≢─◦▼▪ ™┼─ ╩ ╘╢ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

 

 

11- 2. グローバル化とは、多様化、複雑化であるという認識 

─ ꜟⱣכ꜡◓⁸│≢ ╩ ─ ⁸ ≤ ⇔≡™╢ ⅜

™╟℮⌐ ╦╣╢⁹√≤ⅎ┌ ≢№╣┌⁸ ≢ ─ ╩ ⇔⁸ ≢ ⇔⁸

≢ ╣┌⁸ ≢ ≤⇔≡╙≡│╛↕╣╢≤™∫√ ≢№╢⁹⇔⅛⇔⁸ ↕

╣≡™╢─│⁸ ─ ≤│ ─₈ ─ ה ₉≢№╢⁹ ⁸ ⱦ☺Ⱡ

☻╩ ⌐ ⇔≡™╢ ─ ↄ⅜⁸₈9 ∆═⅝ ⅜ ⅛╠ ╕≢

⌐╦√╡⁸ ─ ⅜ ⇔≡™╢√╘₉₈10 ∆╢ ₁─ ≢ ⌐ ╩

⌐☼כ♬℮™≥™⌂╠⌂┌╣↑⌂↕ ⅎ╢√╘₉≤™℮ ╩ ⇔√─│⁸↓─╟℮⌂

⅜ ╕∫≡─↓≤∞╤℮⁹ 

1. 地球規模での価格競争への対応のため 20.9%

2. 激増する外国人観光客など訪日外国人顧客への対応のため 16.4%

3. 日本在住の外国人への対応のため 13.4%

4. 社員の国籍の多様化への対応のため 17.9%

5. TPPに象徴される関税撤廃など貿易自由化への対応のため 6.0%

6. 新技術の開発競争への対応のため 19.4%

7. 国内需要減少への対応のため 46.3%

8. 海外でのシェア争いへの対応のため 34.3%

9. 対応すべき市場が先進国から途上国まで多岐にわたり、海外展開の内容が複雑化しているため 35.8%

10. 多様化する個々の市場で個別に最適解を出さなければならないというニーズに応えるため 29.9%

11. 日本市場において、海外の商品やサービスの販売・企画開発を推進するため 11.9%

12. グローバルスタンダードを導入・活用するため 10.4%

13. ベストプラクティス（最善の実践方法・手法）の活用のため 13.4%

14. その他　具体的に 0.0%

無回答 9.0%

 

 図表 20：企業がグローバル化への対応を進める要因、または今後グローバル化への対応を進める要因 
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₈2 ∆╢ ⌂≥ ┼─ ─√╘₉ 16.4%⁸11 ⁸₈3

─ ┼─ ─√╘₉ 13.4%⁸9 │⁸ ≢─ ─ ⌐ ∂√╙─

≢№╢⁹╕√₈4 ─ ─ ┼─ ─√╘₉ 17.9%⁸12 ─ ⅛╠╙⁸ ─

⅜ ╗ ⅜ №╢↓≤⅜╦⅛╡ ™⁹ 

 

 

12. グローバル化による企業環境の変化 

12- 1. グローバル展開で、本社の高度な戦略を重視する日本企業  

 質問 3-2 ꜟⱣכ꜡◓⁸│≢ ─ ⌐╟∫≡ ⌐≥─╟℮⌂ ⅜ ╠╣╢⅛╩ ⇔

√ ∆╢╙─╩ ≡ 図表 21 ⁹ 

 │⁸₈3 ⁸

⌂≥⅜ ⌐

⅛╣╢╟℮⌐⌂╡⁸

⅜ ╗ ₉⅜ 38.8

26 ⁸₈5 ─

⅜ ╘╠╣⁸ ⅜

⅛≈ ⌂ ╩ ה

⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™

₉⅜ 34.3% 23 ⁸₈4

⅛╠ ╕≢─

⅜ ╩╙∟⁸

⌂ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂

╠⌂™ ₉⅜ 20.9% 14 ⁸₈2 ≤ ─ ⅜⌂ↄ⌂╡⁸ ╛ ─

╙⌂ↄ⌂╢ ₉⅜ 17.9% 12 ⌐⌂∫√⁹ 

 ╕∏ 3 ─ ⅛╠⁸ ⅜ ⌐ ⅛╣≡™╢ ⅜ 40 №╢↓≤⅜╦⅛╢⅜⁸

↓╣╠─ ─℮∟ 6 │₈2 ≤ ─ ⅜⌂ↄ⌂╡⁸ ╛ ─

╙⌂ↄ⌂╢ ₉≤ ⇔≡™╢⁹╕√⁸₈4 ⅛╠ ╕≢─ ⅜ ╩╙∟⁸

⌂ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™ ₉╙ 2 ─ ⅜№∫√⁹ 

 

12- 2. グローバル化対応が進展した企業は約 15％ 

₈1 ꜟⱣכ꜡◓ ─ ─ │ ╪≢™⌂™₉⅜ 40.3% 27 ≤╙∫≤╙ ↄ⁸

╩ ⅎ╢╒≥─ ≢│⌂™↓≤⅜ ⅛╢⁹ 

 ≢⁸14.9 10 ≢│№∫√⅜⁸₈6 ⅜ ₁─ ╛ ≢─ ─ ╩

╢↓≤│ ⇔ↄ⁸ ─ ⌐ ⅜ ╘╠╣╢ ₉╩ ⇔≡™╢ ⅜№∫√⁹

⅛╠─ ─ ≢⁸ ⅛╠ ⁸▪☺▪⅛╠▪ⱨꜞ◌╕≢─ ╩ ∆╢↓

≤│ ⇔™≤™℮ ≢№╢⁹∕─ ⁸ ה ↔≤─ fiꜛ◦כ♀ꜞ◌כ꜡╢╝╦™╢╟⌐

localization ─ ⅜ ↕╣≡™╢⁹↓╣│⁸ ꜟⱣכ꜡◓─ ─ ⌐╙ ™⁸

ꜟⱣכ꜡◓─ ⅜ ⇔√ ╩ ⇔≡™╢⁹∟⌂╖⌐ 10 ─ ⌐ ╘╢

1. グローバル化の進展の影響は及んでいない 40.3%

2. 国内市場と海外市場の境目がなくなり、商品や価格の地域
間格差もなくなる状況

17.9%

3. 販売拠点、生産拠点などが世界各地に置かれるようにな
り、国際企業化が進む状況

38.8%

4. 先進国から途上国までの市場が価値をもち、多種多様な市
場に対応しなければならない状況

20.9%

5. 企業の戦略性が求められ、企業本社が高度かつ多様な戦略
を構築・実践しなければならない状況

34.3%

6. 本社が個々の国や地域での経営戦略の最適解を得ることは
難しく、各地の拠点に戦略策定能力が求められる状況

14.9%

7. その他　具体的に 1.5%

無回答 3.0%

 

 図表 21：グローバル化の進展によってもたらされている御社の企業環境 
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│⁸₈10 ₉⅜ 1 ⁸₈10 ₩25 ₉⅜ 1 ⁸₈40 ₩50 ₉⅜ 5 ⁸

₈50 60 ₉⅜ 2 ⁸₈60 ₉⅜ 1 ∞∫√⁹ 

 

 

13. グローバル化に対応するための業務体制 

13- 1. 業務体制の最適化は道半ば 

 質問 3-3 ꜟⱣכ꜡◓⁸│≢ ⌐ ∆╢√╘⌐≥─╟℮⌂ ╩≤∫≡™╢⅛╩ ⇔√  

∆╢╙─╩ ≡ 図表 22 ⁹ │⁸₈2 ₉⅜ 29.9 20 ≢ ⁹

⁸₈1 ה ─ ◦☻♥ⱶ₉≤₈4 ⱴ♩ꜞ◒☻ ₉⅜≤╙⌐ 11.9 8 ⁸

₈3 ⱪ꜡☺▼◒♩ ₉⅜ 10.4 7 ≤⌂∫√⁹ 

≤│⁸ ─ ╩ ⌐ ⇔⁸∕─ ─ ⅛╠ ₁─ⱪ꜡☺▼◒♩⌐

╩ ╡ ≡⁸ ⇔≡™ↄ ∞⁹ ─ ─ ─ ≢№╡⁸ⱪ꜡☺▼◒♩╙↓─

☻♃▬ꜟ╩ ⌐ ↕╣≡⅝√⁹ ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⅜ ≢⁸ ╛ ⅜⇔∫

⅛╡≤ ⅎ╢↓≤╛⁸ ה ⅜ ™╛∆™≤™∫√ⱷꜞ♇♩⅜№╢⁹ ≢⁸ ─ ⅜

≢⌂™√╘⌐⸗♅ⱬכ◦ꜛfi⅜ ↄ⌂╢ ⅜№╢↓≤╛⁸ ─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⅜

ↄ ⌐ ↑╢≤™∫√ ╙№╢⁹↓╣⌐ ⇔≡ⱪ꜡☺▼◒♩ │⁸ⱪ꜡☺▼◒♩─

∟ →╕≢⌐ ⅜ⱶכ♅─⧵ⱶ╩≈ↄ╡⁸כ♅ ⇔≡ ╩ ℮ ≢ⱪ꜡☺▼◒♩⅜

↕╣╢⁹↓─ ⱶכ♅│ ≤⌂∫≡ⱪ꜡☺▼◒♩╩ ≢⅝⁸ⱪ꜡☺▼◒♩ⱴⱠכꜗ☺כ─

⅜ ↄ▬꜠◑ꜙꜝכ ⅜⇔╛∆™↓≤⅜ ∞⁹ⱴ♩ꜞ◒☻ │⁸ⱪ꜡☺▼◒♩⌐ⱴ

Ⱡכꜗ☺כ כ♄כꜞ ╩כ♃כⱠ▫♦כ◖╛ ⅝⁸ ╠─ ⌐ ∂≡⁸ ─ ⌐

─ ╩ ╩ⱶכ♅⁸╘ ∆╢⁹ 

⁸ⱪ꜡☺▼◒♩ ⁸ⱴ♩ꜞ◒☻ ─ ╩ ⇔≡™╢ ╙ ╠╣⁸

─ ─ ─ ⅜ ™≡™╢╟℮∞⁹ 

√∞⇔⁸質問 3-3⌐ ⇔≡│⁸ ⅜ 40.3 27 №╢↓≤⌐ ↕╣√™⁹↓─ ⅛

ꜟⱣכ꜡◓⁸╠ ≤─ ⅛╠─ ─ ─♅▼♇◒⅜ ╦╣≡™⌂™ ⅜ ™

╩ ∆╢⁹⌂⅔⁸₈∕─ ₉─ 2 ─ │⁸₈ ─ ₉≤₈ ⌂⇔₉∞∫√⁹ 

 

  

1. 国内・海外の共通人事システム 11.9%

2. 機能ごとに組織を分類した機能型組織 29.9%

3. 特定のプロジェクトに沿って独立して組織されるプロジェクト型組織 10.4%

4. 機能型組織とプロジェクト型組織を組み合わせたマトリクス型組織 11.9%

5. オフショア（海外への業務移転）の導入 4.5%

6. 海外企業との業務を全て英語などの外国語で行う 7.5%

7. いわゆる外資系企業なので、海外本社や海外の親企業により全ての業務が管理・統括されている 1.5%

8. その他　具体的に 3.0%

無回答 40.3%

 

 図表 22：グローバル化に対応するための御社の業務体制 
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13- 2. 海外支社、海外子会社での外国人の正規社員は 4割が以上雇用 

質問 3-4 ≢│⁸ ꜟⱣכ꜡◓─ ─ ⌐≈™≡ ⇔√ ∆╢╙─╩ ≡ 図

表 23 ⁹ 

∕─ ⁸ ╛ ≢─ ⌐ ⇔≡│⁸₈10 ╛ ≢⁸

╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢₉⅜ 41.8 28 ⁸₈9. ╛ ≢⁸ ─

⅜ ה ≤⇔≡ ⇔≡™╢₉⅜ 35.8% 24 ∞∫√⁹ 

 

13- 3. 日本国内の事業所で外国人の正規社員の雇用が 4割 

≢─ ─ ⌐ ⇔≡│⁸

₈5  ─ ≢⁸ ╩

≤⇔≡ ⇔≡™╢₉⅜

38.8 26 ⁸₈7 ╛▪ꜟ

Ᵽ▬♩⌂≥─ ≤⇔≡⁸

⅜ ─ ≢ ⇔≡

™╢₉⅜ 20.9 14 ⁸₈6

─ ╛ ─ ≢⁸

╩ ≤⇔≡ ⇔≡™╢₉

⅜ 16.4% 11 ≢№∫√⁹₈3

─ ╛ ≤ ─ ╡ ⅝│

⌂™⅜⁸ ⌂≥╩ ∂≡ ╡ ⅝

╩ ∫≡™╢₉≤₈8 ╩

∂≡⁸ ⅜ ─ ≢

⇔≡™╢₉⅜≤╙⌐ 6.0% 4

≢ ⌂⅛∫√⁹↕╠⌐⁸₈1  

⇔≡⅔╠∏⁸ ⌐ ─ │™⌂™⁹ ≢ ⅜ ℮™≥₉™⌂╙☻כ◔╢⌂≥

╙ 29.9% 20 №∫√⁹ 

 ⌂⅔⁸₈2 ⌐⅔™≡⁸ ─ ≤⇔≡ ┘ ─ ⅜ ⇔

≡™╢₉≤™℮ ⅜ 13.4 9 №╡⁸ ≢─ ╙№╢ ─ ⌐№╢↓≤

⅜ ⅛╢⁹↓℮⇔√ ⅝⅛╠⁸ ⁸ ≢─ ☻♃♇ⱨ─ ⅜ ╗≢№╤℮↓≤⅜ ⌐

≢⅝╢⁹ 

  

1. 海外展開しておらず、国内に外国籍の社員はいな
い。国内で外国人が顧客となるケースもない

29.9%

2. 日本国内において、自社の顧客として外国人観光客
及び日本在住の外国人が急増している

13.4%

3. 海外の企業や顧客と直接の取り引きはないが、商社
などを通じて取り引きを行っている

6.0%

4. いわゆる外資系企業なので、幹部から社員にいたる
まで多くの外国人が勤務している

0.0%

5. 自社の国内事業所で、外国人を正規社員として雇用
している

38.8%

6. 国内の子会社や国内の関連企業で、外国人を正規社
員として雇用している

16.4%

7. 有期雇用やアルバイトなどの非正規社員として、外
国人が国内の自社事業所で勤務している

20.9%

8. 派遣会社を通じて、外国人が国内の自社事業所で勤
務している

6.0%

9. 海外支社や海外子会社で、自社の日本人が正規社
員・非正規社員として勤務している

35.8%

10. 海外支社や海外子会社で、外国人を正規社員として
雇用している

41.8%

11. その他　具体的に 1.5%

無回答 1.5%

 

 図表 23：御社内のグローバル化の現状について 
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日本国内での外国人対応を行っている企業への質問  

質問 4│⁸質問 3-4≢₈1 ⇔≡⅔╠∏⁸ ⌐ ─ │™⌂™⁹ ≢

⅜ ≥₉™⌂╙☻כ◔╢⌂≥ ⇔√ 20 ─℮∟⁸ ≢⌂╪╠⅛─ ╩ ∫≡

™╢ ⌐ ∆╢ ≢№╢⁹ 

 

14. 外国人顧客対応 

質問 4-1 ≢│ ≢ ╛☻ⱦכ◘─┼ ⌐ ∆╢√╘─ ⌐≈™≡

⇔√⁹ 

 

14- 1. 外国人顧客対応専用の人材採用はほとんど行っていない 

質問 4-1-1 ≢│⁸ ⌐ ∆╢√╘─ ─ ≤ ─ ⌐≈™≡ ⇔√

∆╢╙─╩ 1≈ （図表 24）⁹ 

∕─ ⁸ ⅜ 6.4 3 ⁸

₈1. │™⌂™₉⅜ 21.3

10 ≢⁸ ─ ─ ⅜⁸

─ ─ ╩ ∂≡

™⌂™╙─≤ ≢⅝╢⁹

47 ⅛╠ ─ 13 ╩ ™√ 34

⁸≈╕╡ ─ 67

─╒╓ ⌐ ⅜™╢↓

≤⌐⌂╢⁹ 

 ┼─ ╩⇔≡™╢

⌐ ⇔≡│⁸₈6 ⌐∕─√╘─

╩ ╦∏⁸ ─ ⅛╠ ה

⇔≡™╢₉⅜ 47 ─℮∟ 29.8

14 ⁸₈7 ⌐∕─√╘─ ╛⁸

─ ⅛╠─ ה │⇔≡™⌂™₉⅜ 27.7 13 ≢⁸6 ⅜⁸ ─ ≢│

─√╘─ ⌐≈™≡ ╩⇔≡™⌂™↓≤⅜╦⅛╢⁹ 

 ⁸₈8 ⌐∕─√╘─ ╛⁸ ─ ⅛╠─ ה │⇔≡™⌂™⅜⁸ │ ╩

⇔√™₉⁸₈4 ≢─ ⅜≢⅝╢≤™℮ ≢⁸ ─ ≤│ ≢ ─╖

╩ ⇔≡™╢₉⅜ 4.3% 2 ⁸₈2 ─ ≤│ ≢ ─╖╩ ⇔≡™╢₉≤

₈3 ─ ≤│ ≢ ≤ ╩ ⇔≡™╢₉⅜ 2.1% 1 ≤╦∏⅛⌂⅜╠

⅜№∫√⁹ 

 

 

 

1. 外国人顧客はいない 21.3%

2. 一般の社員とは別枠で日本人のみを採用している 2.1%

3. 一般の社員とは別枠で日本人と外国人を採用している 2.1%

4. 日本語での意思疎通ができるという条件で、一般の社

員とは別枠で外国人のみを採用している
4.3%

5. 特に日本語力は問わずに、一般の社員とは別枠で外国

人のみを採用している
0.0%

6. 特にそのための採用を行わず、一般の社員から選抜・

育成している
29.8%

7. 特にそのための採用や、一般の社員からの選抜・育成

はしていない
27.7%

8. 特にそのための採用や、一般の社員からの選抜・育成

はしていないが、今後は方策を検討したい
4.3%

無回答 6.4%

 

 図表 24：外国人顧客に対応する人材の採用と社内選抜の現状 
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14- 2. 外国人顧客のメインは海外の提携・契約企業 

質問 4-1-1≢₈1 │™⌂™₉≤ ⇔√ 10 ≤ 3 ╩ ↄ 34 ─

│⁸ 1 ⁸ 16 2 ⁸Ɽꜟⱪה 1 ⁸ 1 ⁸ 2 ⁸ 4

⁸ 2 ⁸∕─ 1 ⁸ ה 2 ⁸ ה 5 ⁸ 2 ⁸

2 ☻ⱦכ◘⁸ 5 ⁸ 1 ≢№∫√⁹ 

─ ⌐ ╩™√∞™√ 67 ─ ⅜ ⌐ ∆╢√╘─ ╩ ∫≡

™╢≤™℮ ≤⁸ ─╟℮⌂ ─ ╩ ╢≤⁸ │⁸ ☻ⱦכ◘╛ ─

≤™℮♬ꜙ▪fi☻╟╡╙ ─ ╩ ∆╢♬ꜙ▪fi☻⅜ ™↓≤⅜ ⅛╢⁹ ⌂╢ ≢

│⌂ↄ⁸ ╡ ⅝꜠ⱬꜟ≢─ ≢№╢⁹ 

 

14- 3. 顧客対応能力は「外国語での意思疎通や、情報のやり取りができる能力」 

質問 4-1-2 ≢│⁸質問 4-1-1 ≢₈1. │™⌂™₉≤ ⅎ√ ╩ ⌐⁸

⌐ ∆╢√╘─ ─ ≤⇔≡⁸ ⌐ ∞≤ ℮╙─╩ ⇔√ ∆╢╙─╩ 3

≈╕≢ 図表 25 ⁹ 

 ∕─ ⁸₈1 ≢─ ╛⁸ ─╛╡ ╡⅜≢⅝╢ ₉⅜ 56.7 17 ≢

⁹↓╣⌐ ™≡₈3 ⌐ ⇔≡╙⁸ ╠─ ╩ ⌐ ⅎ╢ ₉≤₈4 ⌂╢

╛ ה ╩ ⇔⁸ ≢⅝╢ ₉⅜≤╙⌐ 50.0% 15 ⁸₈2 ⌐

⇔≡╙⁸ ⌐ ∑∏⌐ ⌐ ≢⅝╢ ₉≤₈5 ─ ⌐ ⌂ ─

╛ ⅜№╡⁸ ≢⅝╢ ₉⅜≤╙⌐ 40.0 12 ≢№∫√⁹ 

 

 

15. 外国人社員の対応をするスタッフ 

質問 4-2≢│ ─ ⌐ ∆╢√╘─ ⌐≈™≡ ⇔√⁹ 

15- 1. 外国人社員に対応するスタッフを選抜・育成している率は３割程度 

質問 4-2-1 ≢⁸ ─ ─ ⌐ ∆╢√╘─ ─ ≤ ─ ⌐≈™≡

⇔√ ∆╢╙─╩ 1≈ 図表 26 ⁹ 

₈1 ≢ ╩ ⇔≡™⌂™₉⅜ 19.1 9 ⁸ ⅜ 4.3 2 ≢№╡⁸

─ 4 ─ 1 ⅜⁸ ≢ ↄ ─ ⌐ ∆╢ ⅜⌂™↓≤⅜ ⅛╢⁹ 

─ ⅛∫√ │⁸₈7 ⌐∕─√╘─ ╛⁸ ─ ⅛╠─ ה │⇔≡™⌂

1. 外国語での意思疎通や、情報のやり取りができる能力 56.7%

2. 外国人顧客に対しても、過度に意識せずに自然に対応できる能力 40.0%

3. 外国人顧客に対しても、自らの意志を明確に伝える能力 50.0%

4. 異なる価値観や文化・風習を理解し、対応できる能力 50.0%

5. 外国人顧客の対応に必要な業務上の知識や経験があり、活用できる能力 40.0%

6. その他　具体的に 0.0%

 

 図表 25：外国人顧客に対応する能力として特に重要と思うもの 
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™₉⅜ 36.2 17 ⁸₈6 ⌐∕─√╘─ ╩ ╦∏⁸ ─ ⅛╠ ה ⇔≡™╢₉

⅜ 23.4 11 ∞∫√⁹ ∆╢≤ 60 ≢№╡⁸ ⌐ ─√╘─ │ ∫≡

™⌂™ ⅜ ⌂ ╩ ╘≡™╢⁹ ─ ⅜⁸ ╩ ⅎ╢⅛ ⅛⌐≈™≡│↓

↓≢│ ™≡™⌂™⅜⁸↓─ ⅛╠⁸ ─ │ ≢─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⅜

⅛⁸∕℮≢⌂™ │ ⌂ ─╛╡ ╡╩ ≤⇔≡™⌂™♃▬ⱪ─ ⌐ ⇔≡™╢

≤ ≢⅝╢⁹ 

╕√⁸₈5 ⌐ │ ╦∏⌐⁸ ─ ≤│ ≢ ─╖╩ ⇔≡™╢₉│ 2.1

1 ≢№╡⁸₈4. ≢─ ⅜≢⅝╢≤™℮ ≢⁸ ─ ≤│ ≢ ─

╖╩ ⇔≡™╢₉≤™℮ ≢╙ 12.8 6 ≤ 1 ⌐≤≥╕╢⁹ ─ ─ ⌐

∆╢√╘⌐ ─ ╩ ≢ ℮≤™℮ │╒≤╪≥⌂™↓≤⅜╦⅛╢⁹ ⁸

☻♃♇ⱨ─ ⅜ ╕∫≡™↑┌ ⌐╙ ⅜ ╠╣╢⅛╙⇔╣⌂™⁹ 

 

16. 外国籍スタッフに対応するスタッフの素養 

16- 1. 異文化を理解しながらはっきりと主張する能力の重要性が認識されている 

質問 4-2-2 ≢│⁸質問

4-2-1≢₈1 ≢

╩ ⇔≡™⌂™₉

╩ ⇔√ ⌐⁸

─ ─ ⌐

∆╢√╘─ ⌐

⌐ ≤ ℮ ╩

⇔√ ∆╢╙─

╩ 3≈╕≢ 図表

27 ⁹ 

╙∫≤╙ ⅛∫√

│⁸₈5 ⌂╢ ╛ ה ╩ ⇔⁸ ≢⅝╢ ₉─ 65.7% 23 ⁹ ™≡⁸₈1

≢─ ╛⁸ ─╛╡ ╡⅜≢⅝╢ ₉≤₈2 ≢№╢↓≤╩ ⌐ ∑

∏⁸ ⌐ ≢⅝╢ ₉─ 48.6% 17 ⁸₈3 ─ ≤─ ╛ ⌐≈™≡─

1. 国内で外国人を採用していない 19.1%

2. 一般の社員とは別枠で日本人のみを採用している 0.0%

3. 一般の社員とは別枠で日本人と外国人を採用している 0.0%

4. 日本語での意思疎通ができるという条件で、一般の社員とは別枠で外国人のみを採用している 12.8%

5. 特に日本語力は問わずに、一般の社員とは別枠で外国人のみを採用している 2.1%

6. 特にそのための採用を行わず、一般の社員から選抜・育成している 23.4%

7. 特にそのための採用や、一般の社員からの選抜・育成はしていない 36.2%

8. 特にそのための採用や、一般の社員からの選抜・育成はしていないが、今後は方策を検討したい 2.1%

無回答 4.3%

 

 図表 26：国内の外国籍の社員に対応するための人材の採用と社内選抜の現状 

1. 外国語での意思疎通や、情報のやり取りができる能力 48.6%

2. 外国人であることを過度に意識せず、自然に対応できる能力 48.6%

3. 外国籍の社員との業務や労務についての交渉においても、主張すべき点はき

ちんと主張できる能力
28.6%

4. 外国籍の社員に対する統率力やリーダーシップ 14.3%

5. 異なる価値観や文化・風習を理解し、対応できる能力 65.7%

6. 海外のさまざまな労働慣行についての知識を持ち、対応できる能力 17.1%

7. その他 具体的に 2.9%

 

 図表 27：国内の外国籍の社員に対応するための人材に特に必要と思う能力 
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⌐⅔™≡╙⁸ ∆═⅝ │⅝∟╪≤ ≢⅝╢ ₉─ 28.6% 10 ⁸₈6 ─↕╕↨╕⌂

⌐≈™≡─ ╩ ∟⁸ ≢⅝╢ ₉─ 17.1% 6 ⁸₈4 ─ ⌐ ∆╢

─ⱪ₉♇◦כ♄כꜞ╛ 14.3% 5 ∞∫√⁹ 

╩ ™√ 35 ─℮∟⁸ 3 ─ 2 ⌐№√╢ 23 ⅜₈5 ⌂╢ ╛ ה ╩

⇔⁸ ≢⅝╢ ₉╩ →≡™╢⁹↓─ │⁸ ⌐ ─☻♃♇ⱨ╩ ⇔⁸ ≤

╩ ™╠╣√ ⌂╠≢│─ ∞≤ ⅎ╟℮⁹ ─ √╢ ≢№╢ ─

⅜∕─↓≤╩↓╣∞↑─ ™ ≢ ⇔≡™╢↓≤│⁸ ⌐ ∆╢⁹₈1 ≢─

╛⁸ ─╛╡ ╡⅜≢⅝╢ ₉│ ≤⇔≡╙⁸₈2 ≢№╢↓≤╩ ⌐ ∑

∏⁸ ⌐ ≢⅝╢ ₉₈3 ─ ≤─ ╛ ⌐≈™≡─ ⌐⅔™≡╙⁸ ∆

═⅝ │⅝∟╪≤ ≢⅝╢ ₉₈4 ─ ⌐ ∆╢ ─≤⌂ⱪ₉♇◦כ♄כꜞ╛

│⁸ ≢─ ─ ─ ⌐ ⇔≡─ ™ ╩℮⅛⅜╦∑╢⁹ √∟≤│ ⌂

╢ ╩ ⇔√ ≢⁸ ⅛∫≡╙╠℮═⅝↓≤│⇔∫⅛╡≤ ∆╢ ≢№╢⁹ 

 

 

17. 海外事業の要員の確保 

17- 1. 海外での事業展開の要員は、一般社員から選抜・育成が最多 

質問 4-3-1≢│⁸ ≢─ ─√╘─ ╩≥─╟℮⌐ ⇔⁸≥─╟℮⌐ ≢ ⇔

≡™╢⅛╩ ⇔√ ∆╢╙─╩ 1≈ 図表 28 ⁹ 

╕∏⁸₈1 ≢─ │⇔≡™⌂™₉⅜ 21.3 10 ⁸ ⅜ 2.1 1 ≢⁸

─ 4 ─ 1 ⅜⁸ ≢─ ╩⇔≡™⌂™⁹ 

≢─ ╩⇔≡™╢ ≢│⁸₈6 ⌐∕─√╘─ ╩ ╦∏⁸ ─ ⅛╠

ה ⇔≡™╢₉⅜ 42.6 20 ≢╙∫≤╙ ↄ⁸ ™≡₈3 ─ ≤│ ≢

≤ ╩ ⇔≡™╢₉≤₈7 ⌐∕─√╘─ ╛⁸ ─ ⅛╠─ ה │⇔≡

™⌂™₉⅜ 10.6 5 ≤⌂∫≡™╢⁹₈5 ⌐ │ ╦∏⌐⁸ ─ ≤│

≢ ─╖╩ ⇔≡™╢₉≤₈8. ⌐∕─√╘─ ╛⁸ ─ ⅛╠─ ה │

⇔≡™⌂™⅜⁸ │ ╩ ⇔√™₉⅜ 4.3 2 ≤╦∏⅛⌂⅜╠ ∆╢⁹ 

 

1. 海外での事業展開はしていない 21.3%

2. 一般の社員とは別枠で日本人のみを採用している 2.1%

3. 一般の社員とは別枠で日本人と外国人を採用している 10.6%

4. 日本語での意思疎通ができるという条件で、一般の社員とは別枠で外国

人のみを採用している
2.1%

5. 特に日本語力は問わずに、一般の社員とは別枠で外国人のみを採用して

いる
4.3%

6. 特にそのための採用を行わず、一般の社員から選抜・育成している 42.6%

7. 特にそのための採用や、一般の社員からの選抜・育成はしていない 10.6%

8. 特にそのための採用や、一般の社員からの選抜・育成はしていないが、

今後は方策を検討したい
4.3%

無回答 2.1%

 

 図表 28：海外での事業展開のための人材をどのように採用し、どのように社内で選抜しているか 
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17- 2. 海外事業要員に必要な能力は「英語での意思疎通」が最多 

 質問 4-3-2 │⁸質問 4-3-1 ≢₈1 ≢ │⇔≡™⌂™₉ ─ ╩⇔√ 37

⌐⁸ ≢─ ─√╘─ ⌐ ⌂ ≤⇔≡ ⌂╙─╩ ⇔√ ∆╢╙─╩

3≈╕≢ ⁹ 1 図表 29 ⁹↓↓≢ ↕╣≡™╢─│⁸≥╣╙ ≢─ⱦ☺Ⱡ☻⌐

⅔™≡ ⌂ ≤↕╣╢╙─≢№╢⁹ 

 ∕─ ⁸₈1. ≢─ ╛⁸

─╛╡ ╡⅜≢⅝╢ ₉⅜

55.6% 20 ≢ ≤⌂∫√⁹ 

∂ↄ ≢№╢₈2. ─

≢─ ╛⁸ ─╛╡ ╡

⅜≢⅝╢ ₉│ 13.9 ≢№╢↓≤≤

═╢≤⁸ ─ ≢│ ⌐

⅜ ↕╣≡™╢↓≤⅜╦⅛╢⁹ 

⇔⅛⇔⁸↓─ │⁸₈ ⌂≥─

⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ₉

⅜ₒ ⌐⅔™≡ ⇔≡™╢

ₓ≤⇔≡ 3.5 ⇔⅛⌂ↄ⁸o ⌐

℮ ⅜№╢≤ ℮ ₓ≤⇔≡╙

15.5 ≤™℮ ≤│ ⅜№╢╟

℮⌐ ╦╣╢⁹↓╣│⁸9-1≢╙ ⇔√╟℮⌐⁸ ╩│∂╘ ─ ™ ⅜ ⅎ╢↓≤

│ ╕⇔ↄ⁸◓꜡כⱣꜟ⌂ ─√╘─ │ ∞⅜⁸ ─ ╩

╘╢╒≥─ │⌂ↄ⁸ ╩ ⅎ√ ╩ ≡╣┌╟™≤™∫√ ─ ⅜ ≡ ╣

╢⁹ ∏⇔╙⁸ ─ ™ ┌⅛╡╩ ꜟⱣכ꜡◓⅜≥↓╢╘ ┼─ ≢│⌂™╟

℮≢№╢⁹ 

╕√⁸ ─╟℮⌐ ≢ ≤⌂╢ ⌐ ⅎ≡⁸₈ ₉╛₈ ה

ה ₉⌂≥─ ─ ™ ╙ ∞≤ ↕╣≡⅔╡⁸ ≤ ⌐

⅜⌂™ ≢№╡⁸⅛≈⁸∕─ ↕╕↨╕⌂ ה ─ ∕℮⌂ ꜟⱣכ꜡◓╩ ≤⇔

≡ ⌐ ∆╢≤™℮ ⅜№╢╟℮∞⁹質問 ꜟⱣכ꜡◓╢↑⅔⌐4-3-2 ─ ≤₈

─ⱳ▬fi♩₉╛₈ ─ ⱳ▬fi♩₉≤─ ⅜ ╣⌂™─│⁸ ꜟⱣכ꜡◓⌐

╩ ⇔√╡⁸ ⇔√╡∆╢ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⅜⌂ↄ⁸ ─ ⅜ ↑╠╣≡™╢↓

≤╩℮⅛⅜╦∑╢⁹ 

₈∕─ ₉─ 2 ─ │⁸₈ ₉≤₈ ∆╢ ≢ ⌂ ₉∞∫√⁹ 

  

1. 英語での意思疎通や、情報のやり取りができる能

力
55.6%

2. 英語以外の言語での意思疎通や、情報のやり取り

ができる能力
13.9%

3. 外国籍の社員に対する統率力やリーダーシップ 33.3%

4. 海外の業界や企業経営の情報を収集し、的確に分

析し、適切な対策や戦略を打ち出せる能力
38.9%

5. 海外の最新技術に関する情報を収集し、理解・活

用できる能力
8.3%

6. 論理的に語り、理解し、幅広い人々に対して説得

や交渉ができる高い論理的思考力
44.4%

7. 海外との交渉においても主張すべき点はきちんと

主張できる能力
36.1%

8. 異なる価値観や文化・風習を理解し、対応できる

能力
50.0%

9. 展開先の国や地域の文化や商習慣についての知識

を持ち、対応できる能力
5.6%

10. その他　具体的に 5.6%

 

 図表 29：海外での事業展開のための人材に必要な能力として重要な

もの 
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 海外非展開、外国籍社員・外国人顧客のない非海外型企業への質問  

質問 5≢│⁸質問 3-4≢₈1 ⇔≡⅔╠∏⁸ ⌐ ─ │™⌂™⁹ ≢

⅜ ≥₉™⌂╙☻כ◔╢⌂≥ ⇔√ 20 ꜟⱣכ꜡◓⁸⌐ ─ ה ⌐ ∆╢ ─

⌐≈™≡─ ╩⇔√⁹ 

18. グローバル人材の確保・育成に関する今後の方策が見えていない企業が多い 

18- 1. 外国人顧客への対応を想定した人材 

╕∏質問 5-1-1│⁸ ⌐⅔™≡─ ┼─ ╩ ⇔√ ─ ≤ ה

─ ≤⇔≡ ∞≤ ℮╙─╩ ⇔√ ∆╢╙─╩ 1≈ 図表 30 ⁹ 

∕─ ⁸₈1 ≢│ ≤╙ ⅎ⌂™₉⅜ 80.0% 16 ∞∫√⁹∕╣ ─ ╩⇔√ 3

⌐⁸ ⌐ ∆╢√╘─ ⌐ ⌂ ╩ ⌡√≤↓╤ 質問 5-1-2⁸3≈╕≢♅▼

♇◒ ⁸₈1 ≢─ ╛⁸ ─╛╡ ╡⅜≢⅝╢ ₉⅜ 2 ⁸₈2 ⌐ ⇔

≡╙⁸ ⌐ ∑∏⌐ ⌐ ≢⅝╢ ₉₈3. ⌐ ⇔≡╙⁸ ╠─ ╩ ⌐ ⅎ

╢ ₉₈5. ─ ⌐ ⌂ ─ ╛ ⅜№╡⁸ ≢⅝╢ ₉⅜ 1 ≤™

℮ ∞∫√ 1 ⁹ 

 

18- 2. 国内の外国籍の社員への対応を想定した人材 

質問 5-2-1 ≢│⁸ ─ ┼─

╩ ⇔√ ─ ≤ ≢─

ה ─ ≤⇔≡⁸ ≤ ℮╙

─╩ ⇔√ ∆╢╙─╩ 3≈╕≢

図表 31 ⁹ 

∕─ ⁸₈1. ≢│ ≤╙ ⅎ⌂™₉

⅜ 90.0% 18 ∞∫√⁹ 

質問 5-2-2≢│⁸質問 5-2-1≢ 1

╩ ⇔√ 2 ⌐ ─ ─ ┼

─ ╩ ⇔√ ⌐ ⌂ ╩

⇔√ ∆╢╙─╩ 3≈╕≢ ⁹∕

─ ₈1 ≢─ ╛⁸ ─

╛╡ ╡⅜≢⅝╢ ₉₈4 ─

1. 現状では何とも言えない 80.0%

2. 一般の社員とは別枠で日本人のみを採用する 5.0%

3. 一般の社員とは別枠で日本人と外国人を採用する 0.0%

4. 日本語での意思疎通ができるという条件で、一般の社員とは別枠で外国人のみを採用する 0.0%

5. 特に日本語力は問わずに、一般の社員とは別枠で外国人のみを採用する 0.0%

6. 特にそのための採用を行わず、一般の社員から選抜・育成する 5.0%

7. 特にそのための採用や、一般の社員からの選抜・育成はしない 10.0%

無回答 0.0%

 

図表 31：国内の外国籍社員への対応を想定した人材の

採用と社内での選抜・育成 

1. 現状では何とも言えない 90.0%

2. 一般の社員とは別枠で日本人のみを採用する 0.0%

3. 一般の社員とは別枠で日本人と外国人を採用

する
5.0%

4. 日本語での意思疎通ができるという条件で、

一般の社員とは別枠で外国人のみを採用する
0.0%

5. 特に日本語力は問わずに、一般の社員とは別

枠で外国人のみを採用する
0.0%

6. 特にそのための採用を行わず、一般の社員か

ら選抜・育成する
0.0%

7. 特にそのための採用や、一般の社員からの選

抜・育成はしない
5.0%

無回答 0.0%

 

 図表 30：外国人顧客への対応を想定した人材の採用と社内選抜・育成の方法として実現可能と思うもの 
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⌐ ∆╢ ⱪ₉₈5♇◦כ♄כꜞ╛ ⌂╢ ╛ ה ╩ ⇔⁸ ≢⅝╢ ₉

₈6 ─↕╕↨╕⌂ ⌐≈™≡─ ╩ ∟⁸ ≢⅝╢ ₉⅜ 1 ≤™℮ ∞

∫√⁹ 

 

18- 3. 海外での事業展開を想定した人材 

質問 5-3-1≢│⁸ ≢─ ╩

⇔√ ─ ≤ ≢─ ה

─ ≤⇔≡⁸ ≤ ℮╙─╩

⇔√ ∆╢╙─╩ 1 ≈

図表 32 ⁹ 

∕─ ⁸₈1. ≢│ ≤╙ ⅎ⌂

™₉⅜⁸85.0% 17 ∞∫√⁹ 

質問 5-3-2≢│⁸質問 5-3-1≢

1 ╩ ⇔√ 3 ⌐⁸ ≢─

─√╘─ ⌐ ⌂ ╩

⇔√ ∆╢╙─╩ 3≈╕≢ ⁹

∕─ ₈3 ─ ⌐ ∆╢ ⱪ₉≤₈8♇◦כ♄כꜞ╛ ⌂╢ ╛ ה

╩ ⇔⁸ ≢⅝╢ ₉⅜ 2 ⁸₈1 ≢─ ╛⁸ ─╛╡ ╡⅜≢⅝╢ ₉

₈4 ─ ╛ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⇔⁸ ⌂ ╛ ╩ ∟ ∑╢ ₉

₈5 ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔⁸ ה ≢⅝╢ ₉₈6 ⌐ ╡⁸ ⇔⁸

™ ₁⌐ ⇔≡ ╛ ⅜≢⅝╢ ™ ₉₈9 ─ ╛ ─ ╛

⌐≈™≡─ ╩ ∟⁸ ≢⅝╢ ₉─ 5 ⅜ 1 ≤™℮ ∞∫√⁹ 

  

1. 現状では何とも言えない 85.0%

2. 一般の社員とは別枠で日本人のみを採用する 0.0%

3. 一般の社員とは別枠で日本人と外国人を採用す

る
5.0%

4. 日本語での意思疎通ができるという条件で、一

般の社員とは別枠で外国人のみを採用する
5.0%

5. 特に日本語力は問わずに、一般の社員とは別枠

で外国人のみを採用する
0.0%

6. 特にそのための採用を行わず、一般の社員から

選抜・育成する
5.0%

7. 特にそのための採用や、一般の社員からの選

抜・育成はしない
0.0%

無回答 0.0%

 

図表 32：海外での業務や海外企業を相手とする業務を担当す

る日本人社員の人材育成プログラムを実施しているか 
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「恒常的に海外を対象とする部署を持つ企業」を対象にした質問  

質問 6～9 ≢│⁸₈ ≢─ ╛ ∞↑≢⌂ↄ ─ ה ⌂≥╙

╗ ╩ ≤∆╢ ⌂≥⁸ ⌐ ╩ ≤∆╢ ╩ ≈ ₉⌐ ⇔√⁹ 

 

19. グローバル要員の育成は限定的 

19- 1. 全体の 4分の 1が、海外要員の日本人社員を育成している 

質問 6-1≢│⁸ ≢─ ╛ ╩ ≤

∆╢ ╩ ∆╢ ─ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ╩ ⇔≡™╢⅛╩ ⇔√⁹∕─ ⁸₈

⇔≡™╢₉⅜ 45.9% 17 ⁸₈ ⇔≡™⌂™₉

⅜ 54.1 20 ∞∫√ 図表 33 ⁹ 

質問 1-1≢⁸ ⌐ ℮═⅝ ≤⇔≡⁸₈8

⌂╢ ╩ ⇔ ⇔╟℮≤∆╢ ₉⅜ 25.9%⁸₈9 ⌂≥─ ⌐╟╢◖Ⱶꜙ♬

fiꜛ◦כ◔ ₉⅜ 15.5%≤ ∞∫√↓≤╩ ⅎ ╦∑╣┌⁸ ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─

⅜ 5 ↄ≤™℮ │ ™≤ ⅎ╢⅜⁸∕╣≢╙₈◓꜡כⱣꜟ ╩ ≢ ≡╟℮₉

≤™℮ ™ ╩ ≈ │ ↄ⌂™⁹↓─ ⌐│⁸ ─ⱴ♬ꜙ▪ꜟ⅜ ≢⅝⌂™≤™℮

╙№╢─⅛╙⇔╣⌂™⁹ 

 

19- 2. 海外要員を育成している企業の成果は低くない 

質問 6-2≢│⁸質問 6-1≢₈1. ─

ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔≡™╢₉≤

⇔√ 17 ╩ ⌐⁸ ≢─ ╛

╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ─

─ ╩≥─╟℮⌐ ⇔≡™╢⅛╩

⇔√ ∆╢╙─╩ 1≈ 図表 34 ⁹ 

∕─ ⁸₈1 ⅛⌂╡ ™ ╩№→≡™╢≤

℮₉│ 0.0 ∞∫√⅜⁸₈2 ─ ╩

№→≡™╢≤ ℮₉⅜ 70.6% 12 ≢№∫√⁹

─ ╩ ⇔≡™╢ ─∕─

│ ⇔≡ ↄ│⌂™≤ ↕╣≡™╢⁹ 

 

19- 3. 海外要員となる素養はある程度重視されている 

 質問 6-3≢│⁸ ≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ─ ≤⇔≡⁸

⌐ ∞≤ ℮╙─╩ ⇔√ ∆╢╙─╩ 3≈╕≢ 図表 35 ⁹ 

↓─ ╩⁸質問 1-1o ⌐⅔™≡ ⇔≡™╢ ₓ⅔╟┘ₒ ⌐ ℮ ⅜№╢≤

℮ ₓ≤ ∆╢⁹ 

1. かなり高い成果をあげていると思う 0.0%

2. 一定以上の成果をあげていると思う 70.6%

3. 期待したほどの成果はあげられていない

と思う
11.8%

4. 日本人のグローバル人材育成の成果はあ

がっていないと思う
0.0%

5. 一概には評価できない 11.8%

6. 育成後の成果を判断できる情報が不足し

ていてわからない
5.9%

 

図表 33：海外業務や対海外企業業務を担当する日本

人社員の育成プログラムを実施しているか 

図表 34：海外での業務や海外企業を相手とする業務

を担当する日本人社員の人材育成の成果について 

1.実施している 45.9%

2.実施していない 54.1%
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1.8%─ ™ ╩ √₈4 ⌂

₁≤─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ₉│⁸

質問 1- 1─₈8 ⌂╢ ╩

⇔ ⇔╟℮≤∆╢ ₉⅛╠ ╕

╣╢≤ ⅎ╠╣╢⁹⌂⅔⁸↓─

8│⁸o ⌐⅔™≡ ⇔≡

™╢ ₓ≤⇔≡ 5.3%⁸o ⌐

℮ ⅜№╢≤ ℮ ₓ≤⇔≡

25.9 ─ ╩ ≡™╢⁹ ↄ⁸₈1

≢─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ₉

50.0% │⁸o ⌐⅔™≡

⇔≡™╢ ₓ≤⇔≡ 3.5%⁸o ⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮ ₓ≤⇔≡ 15.5 ≢№╢⁹₈8

⁸☻♩꜠☻┼─ ⁸ ₉│⁸o ⌐⅔™≡ ⇔≡™╢ ₓ≤⇔≡ 29.8%⁸o

⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮ ₓ≤⇔≡ 6.9 ≢№╡⁸₈5 ⁸ ₉│⁸o ⌐

⅔™≡ ⇔≡™╢ ≤x⇔≡ 49.1 ⁸o ⌐ ℮ ⅜№╢≤ ℮ ≤x⇔≡ 15.5 ≢

№╢⁹ 

 

19- 4. 海外要員を前提とした「1．外国語でのコミュニケーション力」の位置づけが不明 

₈2 ≢─ⱦ☺Ⱡ☻─ ⁸ ⁸ ┼─ ₉╛₈3 ╩↓⌂∆ ₉⁸₈9

≢─ ╩ ∆╢ ₉⌂≥⅜⁸ ─ ╩ ⇔≡ ℮ ≢№╢≤∆╣┌⁸ ₈1

≢─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ₉│ ⌐ ℮↓≤─≢⅝╢ ≢№╢⁹↓─╟℮⌂ ⌐ ≠™≡⁸

ⱦ☺Ⱡ☻┼─ ⅜ ⌐ ™ │⁸ ⌐ ⇔≡₈ ≢─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi

₉─ ╩ ↄ ╘≡™╢─⅛╙⇔╣⌂™⁹ 

 

19- 5. 外国人社員の人材育成プログラムはほとんど実施されていない 

質問 7-1≢│⁸ ≢─ ╛ ╩

≤∆╢ ╩ ∆╢ ─ ⱪ

꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔≡™╢⅛╩ ⇔√ 図表 36 ⁹

₈ ⇔≡™╢₉≤₈ ⇔≡™⌂™₉─╖╩ ⇔

√ ⁸₈1 ⇔≡™╢₉⅜ 3.6% 1 ⁸₈2 ⇔≡™⌂™₉⅜ 96.4% 27 ≢№∫√⁹ 

⌂⅔⁸₈3. │™⌂™₉│ 7 ⅜ ⇔≡⅔╡⁸ ⌐ ╩ ≤∆╢ ╩ ≈

≢№∫≡╙⁸∕─⅔╟∕ 4 ─ 1 ≢│⁸ ≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩

∆╢ ╩ ⇔≡™⌂™↓≤⅜╦⅛╢⁹∕⇔≡⁸ ≢─ ╛ ╩ ≤∆

╢ ╩ ∆╢ ╩ ⇔≡™╢ ≢╙⁸ ↑─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─

│⁸╦∏⅛ 1 ∞∫√⁹ 質問 7-2─ ⌐≈™≡│ ∆╢⁹  

  

図表 35：海外での業務や海外企業を相手とする業務を担当する

日本人社員の能力として、特に重要と思うもの 

1. 外国語でのコミュニケーション力 50.0%

2. 海外でのビジネスの方法、常識、慣習への理解 44.1%

3. 担当業務をこなす能力 41.2%

4. 多様な人々とのコミュニケーション力 61.8%

5. 応用力、柔軟性 26.5%

6. 率直性 0.0%

7. 自主性 11.8%

8. 忍耐力、ストレスへの耐性、体力 32.4%

9. 海外での生活を持続する能力 17.6%

10. チームワーク力、リーダーシップ 8.8%

11. その他　具体的に 0.0%

 

図表 36：外国人社員の人材育成プログラム 

 N＝質問 7- 1で選択肢 1もしくは 2を選んだ企業 28社 
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20. 海外での業務や海外企業を相手とする業務を担当する外国人社員への期待 

20- 1. 本社の意図をしっかり海外に伝えられる日本語力 

質問 7-3≢│⁸ ≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆╢ ─ ≤⇔

≡⁸ ⌐ ⇔≡™╢≤ ℮╙─╩ ⇔√ ∆╢╙─╩ 3≈╕≢ 図表 37 ⁹

≢─ ╩ ∆╢ │⁸ ⌐ ∆╢ ⅜ ↕╣⁸ ╩ ≤∆╢

╩ ∆╢ │⁸ №╢™│ ⌐ ∆╢ ⅜ ↕╣╢⁹ 

↓─ ⅛╠⁸ ≢─ ╛

╩ ≤∆╢ ╩ ∆

╢ ╩ ⇔≡™╢

⅜⁸ ╠─ ╩≥─╟℮⌐

⇔≡™╢⅛╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

╕∏⁸₈1 ≢─◖Ⱶꜙ♬◔כ

◦ꜛfi ₉─ ⅜ ≢ ↕╣

≡™╢⁹↓─↓≤⅛╠⁸ │

─ ─ ╩ ⇔⁸∕

╣╩ ⌐ ∆╢⁸™╦┌ ≤

⇔≡─ ⅜ ↕╣≡™╢≤ ⅎ

╠╣╢⁹↓─≤⅝⁸₈3 ⁸ ─ ₉─ꜞ◒◄☻♩╙№╢↓≤⅛╠⁸ ⌐

─ ─ ⇔╩ ↕╣╢ ╙№╢≤ ≢⅝╢⁹ 

 

20- 2. 状況を適切に把握し、対応できる「気が利くスタッフ」 

╕√₈11 ◒כⱶ꞉כ♅ ⱪ₉₈6♇◦כ♄כꜞ⁸ ⁸ ₉₈5 ⌂ ₁≤─◖Ⱶꜙ

fiꜛ◦כ◔♬ ₉─ ─ ⅛╠│⁸ ₁─ ⌐ ⇔⁸ ≢⅝╢₈ ─ ↄ₉ ⅜

╘╠╣≡™╢↓≤⅜ ≢⅝╢⁹ 

 

 

21. 外国人が上司になったとき必要な能力 

21- 1. 外国人上司と意思の疎通を図るための語学力が筆頭 

質問 8≢│⁸ ⅜

≤⌂∫√ ─

─ ≤⇔≡⁸ ⌐ ∞≤

℮╙─╩ ⇔√ ∆╢

╙─╩ 3≈╕≢ ⁹ 2

╩ ™≡ 図表 38 ⁹ 

│ 28 ∞⅜⁸

⌂ ⅜ ╠╣√⁹ 

₈1 ≢─◖Ⱶꜙ♬◔כ

1. 日本語でのコミュニケーション力 40.9%

2. 海外でのビジネスの方法、常識、慣習への理解 4.5%

3. 日本語、自国語以外の語学力 22.7%

4. 担当業務をこなす能力 9.1%

5. 多様な人々とのコミュニケーション力 18.2%

6. 応用力、柔軟性 22.7%

7. 率直性 9.1%

8. 自主性 9.1%

9. 忍耐力、ストレスへの耐性、体力 13.6%

10. 日本での生活を持続する能力 4.5%

11. チームワーク力、リーダーシップ 27.3%

12. その他　具体的に 4.5%

 

図表 37：海外での業務や海外企業を相手とする業務を担当する外

国人社員に特に不足している能力 

1. 外国語でのコミュニケーション力 64.3%

2. 海外でのビジネスの方法、常識、慣習への理解 28.6%

3. 応用力、柔軟性 50.0%

4. 率直性 21.4%

5. 自主性 17.9%

6. 忍耐力、ストレスへの耐性、体力 25.0%

7. 上司の意向を先取りして汲み取れるこまやかな心遣い 21.4%

8. その他　具体的に 3.6%

 

図表 38：外国人社員が上司となった場合の日本人社員の能力として、特

に重要だと思うもの 
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◦ꜛfi ₉⅜ 64.3% 18 ≢ ≢№╡⁸∕╣⌐ ⅝⁸₈3 ⁸ ₉⅜ 50.0 14 ⁸

₈2 ≢─ⱦ☺Ⱡ☻─ ⁸ ⁸ ┼─ ₉⅜ 28.6 8 ⁸₈6 ⁸☻♩꜠☻┼

─ ⁸ ₉⅜ 25.0% 7 ⁸₈4 ₉≤₈7 ─ ╩ ╡⇔≡ ╖ ╣╢↓╕╛

⅛⌂ ™₉⅜ 21.4 6 ⁸₈5 ₉⅜ 17.9 5 ≢№∫√⁹ 

₈1 ≢─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ₉│⁸ ≤ ─ ╩ ╢√╘─ ∞⅜⁸

₈2 ≢─ⱦ☺Ⱡ☻─ ⁸ ⁸ ┼─ ₉│⁸ ה ╛ ⌐╟∫≡╙ ⌂╢─≢

≢│⌂ↄ⁸ ≢─ ╙ ⇔™ ≢№╢⁹ 

 

21- 2. 日本人上司を持つ場合より、部下に多くの能力が求められる 

₈3 ⁸ ₉⁸₈6 ⁸☻♩꜠☻┼─ ⁸ ₉⁸₈7 ─ ╩ ╡⇔≡

╖ ╣╢↓╕╛⅛⌂ ™₉⌂≥─ ╩ ⇔≡™╢ │ ⌂ↄ⌂™⁹ 

₈ ⁸ ₉⁸₈ ⁸☻♩꜠☻┼─ ⁸ ₉⅜ ≤™℮ ⅛╠│⁸

─ ⅜⁸ ┼─ ⅜ ≢ ╩ ╘╢≤™℮ ╩℮⅛⅜╦∑╢⁹╕√∕╣≤ ⌐⁸ꜝ ▬ⱨ

☻♃▬ꜟ╛ ⌂≥⅜ ⅝ↄ ⌂╢↓≤⌐╟∫≡⁸ ─ ╟╡╙ ⅜ ⅝ↄ⌂╢

≤™℮ ≢╙№╤℮⁹₈ ─ ╩ ╡⇔≡ ╖ ╣╢↓╕╛⅛⌂ ™₉╙⁸ ⌂

™╟╡╙╗⇔╤₈ ≢─ⱦ☺Ⱡ☻─ ⁸ ⁸ ┼─ ₉╩ ≤⇔√ ╡─╟↕⁸

↕≢│⌂™⅛≤ ≢⅝╢⅜⁸↕╠⌂╢ ⅜ ⇔™≤↓╤≢№╢⁹ 

⌐₈ ₉⅜ ↕╣≡™╢↓≤⅛╠⁸ ─ ⌐ ∆╢╟╡╙⁸ ℮═⅝↓≤╩ ⅛

╡╛∆ↄ ⌐ ⅎ╢ ⅜ ≢№╢↓≤╩ ⇔≡™╢≤ ⅎ╠╣╢⁹ ─ ≢╙

Ⱪ▫♥כ◘▪ ╩ ⇔≈≈ ⌐ ∆╢ ⌂ ⅜ ╘╠╣≡™╢↓≤╩ ⇔≡™╢

⅜ ™⁹  
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22. 外国人との交渉を含む任務を行う人材の採用、社内選抜・育成について 

22- 1. 「国籍・年齢を問わない、有能な人材の採用・登用・昇進」の実施が最多 

─ ≢№╢質問 9 ≢│⁸ ≢─ ╛ ╩ ≤∆╢ ⌂≥⁸

≤─ ╩ ╗ ⌐ ∆╢√╘─ ─ ≤⁸ ≢─ ה ⌐≈™≡⁸₈ ⇔≡™

╢╙─₉≤₈ ⇔≡™╢╙─₉╩ ⇔√ ∆╢╙─╩ ≡ 図表 39 ⁹ 

 

∆≢⌐ ⇔≡™╢╙─╩ ℮√ ╩ ╢≤₈2 ה  ╩ ╦⌂™⁸ ⌂ ─

₉⁸₈3 ה ╩ ╦⌂™⁸ ⌂ ─ ה ₉⅜ 3~4 ≤⌂∫≡™╢⁹₈1

₉╙ 3 ↄ≤⌂∫≡⅔╡⁸ ─ ⇔≡™╢ ꜟⱣכ꜡◓╙≡™⅔⌐

┼─ │ ╖≈≈№╢≤ ⅎ╢∞╤℮⁹ 

⁸₈8 ≤ │ ≤ ─ ≢ ─ ╩ ⇔⁸

─ ╩ ₉⁸₈9 ⌐≈™≡⁸ ⌐ ⌂ↄ ≢─ ╩ ₉⁸₈5

─ ≢ ↕╣√ ─ ─ ┼─ ₉⁸₈7 ≤ │ ≤

─ ⌂ ╛ ─ ⌐╟∫≡⁸ ₁─ ─ ╩ ∆╢ ◦☻♥ⱶ

─ ₉⌂≥─ │╕∞ ™⁹ 

 

22- 2. 検討課題の最多は「人材の融通によって、個々の拠点を最適化する人事システム」 

⌐⁸ ─ ╩⇔≡™╢╙─╩ ℮√ ╩ ╢≤⁸ │↕╣≡™⌂™╙──∕─

│ ⇔≡™╢≤™℮↓≤╩ ⇔≡™╢⁹₈7 ≤ │ ≤ ─

⌂ ╛ ─ ⌐╟∫≡⁸ ₁─ ─ ╩ ∆╢ ◦☻♥ⱶ─ ₉╩

⇔╟℮≤⇔≡™╢ ꜟⱣכ꜡◓╡⌂⅛│ ⅜ ╪∞ ≤™ⅎ╢⁹√∞⇔∕─╟℮⌂ ⌐╙

1.通年採用制 29.8% 8.5%

2.国籍・年齢を問わない、有能な人材の採用 42.6% 10.6%

3.国籍・年齢を問わない、有能な人材の登用・昇進 36.2% 8.5%

4.特定の国や地域への対応に特化した人材の採用 17.0% 12.8%

5.海外の現地法人で採用された人材の日本の本社への登用 8.5% 19.1%

6.国内・海外共通の採用基準による採用活動 2.1% 10.6%

7.海外拠点と国内本社（又は自社と海外本社）の人事的な交流や人材の融

通によって、個々の拠点の人材を最適化する人事システムの採用
8.5% 23.4%

8.海外拠点と国内本社（又は自社と海外本社）の双方で人材教育の基盤を

共有し、共通の社員教育を実施
10.6% 12.8%

9.経営幹部について、国籍に関係なく世界規模での人員配置を実施 10.6% 12.8%

10.自社の理念や経営方針、価値基準の海外事業所への周知徹底 17.0% 17.0%

11.業務に関する運営方針の実施手順の規定（Policies and Procedures）

の制定と海外事業所への周知徹底
6.4% 14.9%

無回答 36.2% 36.2%

 

図表 39：海外での業務や海外企業を相手とする業務など、外国人との交渉を含む任務に対応するための人材の

採用と、社内での選抜・育成にあたって実施・検討状況 
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₈5 ─ ≢ ↕╣√ ─ ─ ┼─ ₉╩│∂╘≤∆╢↕╕↨╕⌂ ⅜

№╢∞╤℮⁹ 

 ╙℮└≤≈ ∆═⅝ │⁸₈11. ⌐ ∆╢ ─ ─ Policies and 

Procedures ─ ≤ ┼─ ₉≢№╤℮⁹↓╣│ ꜟⱣכ꜡◓─ ≢│

⌐ ╦╣╢ ≢№╢⁹↓╣╩₈ ⇔≡™╢₉ │⁸ ─╦∏⅛ 6.4 3 ≢№

╡⁸₈ ₉⅜ 14.9 7 ∞∫√⁹ ─ ─ │⁸ ⅛╠ ⌐ ⇔

╠⌂↑╣┌⌂╠⌂™↓≤╩ Ⱪ♇◒≢№╢⁹↓╣│⁸ꜟכꜟ√⇔ ≢ꜟכꜟ╩

╢─≢│⌂ↄ⁸₈↓╣∞↑ ╣┌ │ ─ ≢ ⇔≡╟™₉≤™℮ ─ⱪ꜡☿☻∞⁹

₈ ⌐ ∆╢ ─ ─ Policies and Procedures ─ ≤ ┼─

₉⅜₈ ₉≢∆╠ 20%⌐ √⌂™ ≢№╢↓≤│⁸ ─ ∞≤ ⅎ╟℮⁹ 

 

 

23. おわりに―日本のグローバル先進企業の課題をうかがい知る― 

ꜟⱣכ꜡◓  ┼─ │⁸ ₁─ ה ⁸ ⁸ ⌐╟∫≡ ⌂∫≡ ∞⅜⁸∕─

≤™℮═⅝ ◖fi☿ⱪ♩│⁸ ╛ ─ ─ ─ ╖ ⌡≤ ─

ה ⌐╟∫≡⁸⅛⌂╡ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ ─ ╙⁸∕℮⇔√ ◖fi☿ⱪ♩⅛╠

⇔√ ꜟⱣכ꜡◓⁹╢№≢ ┼─ ה ⅜⌂↑╣┌ ⇔⌐ↄ™ ╙ №╡⁸

↓∕ ⅛∫√╙──⁸ ⇔≡ ™√ ⁸ ─ ₁─ ה ─ ↕⅜℮⅛⅜ⅎ√⁹ 

 ⇔⅛⇔⁸↓─╟℮⌂ ꜟⱣכ꜡◓⁸╙≡∫№≢ ─ ─ ↄ⅜ ↕╣√╕╕≢№╢↓

≤╛⁸↓╣╕≢╙⇔┌⇔┌ ↕╣≡⅝√ ꜟⱣכ꜡◓─ ┼─ ⅜ ≢╙

↕╣√⁹ ─ ╩ ╕ⅎ⁸↕╠⌐ ─ ╩ ⌐⇔≡™⅝√™≤ ⅎ≡™

╢⁹ 
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「グローバル化に対処する人材の採用と育成」に関する実態調査 調査票 
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